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は
じ
め
に
筆
者
は
さ
き
に
、
近
世
前
期
の
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
制
度
の
展
開
を
検
討
し
た
上
で
、
そ
の
実
態
を
那
賀
川
中
流
域
の
葛
ヶ
谷
御
林
周
辺
を
事
例
と
し
て
解
明
し
た（
1
）。
そ
の
中
で
、
①
十
七
世
紀
初
頭
以
来
、藩
は
、藩
邸
建
材
や
水
軍
船
材
と
い
っ
た
藩
用
材
の
確
保
の
た
め
に
、
領
内
の
山
を
「
御
留
山
」
と
し
て
設
定
し
、
そ
こ
で
の
百
姓
ら
の
用
益
を
基
本
的
に
禁
じ
た
こ
と
、
②
十
七
世
紀
後
半
以
降
、
藩
は
御
林
周
辺
に
存
在
す
る
村
落
利
用
の
「
野
山
」
を
御
林
に
吸
収
し
、「
新
林
」
と
設
定
し
た
こ
と
、
③
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
藩
は
、
御
用
材
確
保
の
場
と
い
う
本
源
的
性
格
を
初
期
か
ら
の
御
林
に
残
し
な
が
ら
も
、
御
林
を
む
し
ろ
運
上
銀
収
奪
の
対
象
へ
と
重
心
を
移
し
て
い
く
こ
と
、
④
そ
れ
は
初
期
以
来
の
御
林
で
は
大
規
模
な
雑
木
伐
採
請
負
と
し
て
、
ま
た
新
林
で
は
周
辺
村
落
構
成
員
に
よ
る
定
請
名
負
林
の
設
定
と
し
て
現
出
し
、
こ
う
し
た
御
林
内
部
へ
の
外
部
か
ら
の
資
本
投
下
や
利
用
を
契
機
に
、
御
林
内
の
物
権
化
が
進
む
こ
と
な
ど
を
見
通
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
歴
史
的
展
開
を
と
る
御
林
が
、
阿
波
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
地
域
的
偏
差
等
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
林
業
経
済
史
の
立
場
か
ら
木
頭
林
業
の
展
開
を
解
明
し
た
有
木
純
善
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
』（
2
）で
も
、
木
頭
地
域
を
中
心
に
御
林
の
存
在
を
検
討
し
て
い
る
も
の
の
、
他
地
域
で
の
御
林
の
特
徴
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
近
年
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
編『
阿
波
・
淡
路
国
絵
図
の
世
界
』（
3
）が
刊
行
さ
れ
、
国
絵
図
の
内
容
を
広
く
把
握
で
き
る
条
件
が
整
え
ら
れ
、
中
で
も
十
八
世
紀
後
半
の
国
絵
図
に
は
主
要
な
御
林
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
調
査
の
過
程
で
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
学
芸
員
根
津
寿
夫
氏
よ
り
、十
九
世
紀
前
半
の
阿
波
に
お
け
る
主
要
な
御
林
全
体
を
記
す「
御
林
成
行
記
」
と
い
う
史
料
の
存
在
を
ご
教
示
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
従
来
、
阿
波
国
に
お
け
る
御
林
全
体
の
状
況
を
把
握
し
う
る
手
が
か
り
が
無
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
重
要
性
が
特
筆
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
国
絵
図
や
「
御
林
成
行
記
」
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
阿
波
に
お
け
る
御
林
の
分
布
と
そ
の
地
域
的
特
徴
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
い
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
御
林
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
一
、「
御
国
画
図
」
と
「
御
国
中
惣
絵
図
」
⑴
史
料
の
特
徴
ま
ず
検
討
し
た
い
の
は
、
絵
図
類
で
あ
る
。
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
編
『
阿
波
・
淡
路
国
絵
図
の
世
界
』（
前
掲
）
は
、
阿
波
関
係
の
国
絵
図
を
ま
と
め
て
お
さ
め
る
好
絵
図
集
で
あ
る
が
、
御
林
の
分
布
と
い
う
点
で
は
、
次
の
二
つ
の
絵
図
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）「
御
国
画
図
」（
個
人
蔵
）
で
あ
る
。
大
き
さ
は
東
西
八
五
・
〇
セ
ン
チ
×
南
北
六
五
・
六
セ
ン
チ
の
、
手
書
き
見
取
り
図
で
あ
る
。
そ
の
解
説
（
平
井
松
午
氏
執
筆
）
に
よ
る
と
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
徳
島
藩
浮
手
代
横
井
快
蔵
が
作
製
し
た
図
、
一
里
を
一
寸
の
縮
尺
（
十
二
万
九
千
六
百
分
の
一
）
で
描
い
て
い
る
と
い
う
。
横
井
は
藩
財
政
等
を
任
務
と
す
る
本
〆
役
配
下
の
手
代
（
無
格
）
で
経
歴
・
出
自
は
不
明
と
さ
近
世
後
期
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
の
分
布
と
特
徴
町
田
哲
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
日
本
近
世
、
徳
島
藩
、
山
、
御
林
、
国
絵
図
）
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写真1 「御国画図」葛ヶ谷御林周辺部分（上部が西、太線は郡境、左より海部郡・那賀郡・勝浦郡）
写真2 「御国中惣絵図」部分（写真1とほぼ同じ範囲）
町 田 哲
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れ
る
。
こ
の
絵
図
を
お
さ
め
る
包
紙
に
は
「
小
御
国
図
／
横
井
快
蔵
差
上
」
と
あ
る
が
、
同
解
説
に
よ
る
と
、
本
図
と
と
も
に
作
成
し
た
城
下
絵
図
（「
徳
島
画
図
」）
の
付
け
文
書
に
は
、
享
和
三
年
に
横
井
が
藩
命
に
よ
り
こ
れ
を
作
成
し
、
本
〆
支
配
役
今
枝
岱
右
衛
門
に
提
出
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
と
い
う
。
御
林
に
つ
い
て
は
、
凡
例
に
「
朱
横
書
御
林
」
と
あ
る
よ
う
に
、
領
内
各
地
の
御
林
が
朱
字
横
書
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
以
前
検
討
し
た
那
賀
郡
花
瀬
村
周
辺
を
描
い
た
部
分
を
、
拡
大
し
て
み
る
と
（
写
真
1
）、
花
瀬
村
の
御
林
番
人
が
管
轄
し
て
い
た
「
杉
山
」（
杉
山
御
林
）、「
葛
谷
」（
葛
ヶ
谷
）、「
寒
葉
」（
寒
葉
谷
）、「
奥
日
早
」、「
谷
山
」
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
勝
浦
郡
の
「
殿
河
内
」「
立
川
」、
那
賀
郡
の
「
麻
尻
山
」「
沢
谷
」、
海
部
郡
「
赤
松
」「
八
郎
」「
倉
谷
」「
請
峯
」「
海
河
谷
」「
禅
僧
」
と
い
っ
た
御
林
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
規
模
の
大
き
い
御
林
に
つ
い
て
は
、
緑
色
の
ド
ッ
ト
で
木
が
茂
る
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
年
不
詳
・
近
世
後
期
の
「
御
国
中
惣
絵
図
」（
傍
木
律
夫
氏
蔵
）
で
あ
る
。
大
き
さ
は
東
西
一
六
九
五
・
〇
セ
ン
チ
×
南
北
一
三
〇
・
〇
セ
ン
チ
の
手
書
き
見
取
り
図
。
そ
の
解
説
（
根
津
寿
夫
氏
執
筆
）
に
よ
る
と
、
本
図
は
、
近
世
後
期
に
家
老
に
昇
格
し
た
佐
渡
家
（
二
千
石
、
明
治
初
年
に
傍
木
氏
に
改
姓
）
に
伝
来
し
た
も
の
で
、「
御
国
画
図
」
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
図
は
「
御
国
画
図
」
の
二
倍
の
大
き
さ
で
情
報
量
も
多
く
、
家
老
が
阿
波
国
支
配
の
実
務
に
使
用
し
た
行
政
的
絵
図
と
し
て
の
性
格
が
あ
っ
た
と
い
う
。
本
図
の
凡
例
に
は
「
御
国
画
図
」
の
よ
う
に
「
御
林
」
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
関
連
す
る
項
目
と
し
て
、「
緑
色
霊
山
大
林
」「
朱
横
書
山
林
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
御
国
画
図
と
ほ
ぼ
同
範
囲
を
み
て
み
る
と
（
写
真
2
）、
濃
い
緑
色
の
ド
ッ
ト
で
木
々
の
存
在
を
記
し
た
中
に
、
朱
字
横
書
で
山
名
が
み
え
る
。
朱
字
横
書
の
山
名
は
、
写
真
1
の
御
林
名
と
も
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
御
林
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
、「
御
国
画
図
」
に
は
載
っ
て
い
な
い
御
林
で
あ
る
那
賀
郡
「
後
谷
」「
八
滝
」「
菊
千
代
」「
大
用
知
」、
海
部
郡
「
天
狗
谷
」「
耶
谷
」「
源
太
谷
」「
六
挺
木
」
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
図
の
方
が
、
御
林
の
分
布
に
つ
い
て
比
較
的
詳
細
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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広さ
（周囲）
2里半
50丁
55丁
18丁
15丁
50丁
19丁
65丁
18丁
13丁
20丁
20丁
30丁
所在地
水崎村
水崎村
同上
花瀬村
同上
花瀬村
蔭谷村
水崎村
音谷村
日浦村
同上
朴野村
同上
蔭谷村
朴野村
御林設定年次
元和3年（1617）
元和3年（1617）
貞享2年（1685）
貞享2年（1685）
宝永6年（1709）
延宝元年（1704）
宝永7年（1710）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
宝暦13年（1763）
不明
不明
御 林 名
横石杉山御林
葛ヶ谷御林
寒葉谷
漆ヶ谷御林
奥於曽御林
鉢ヶ谷御林
河嶋谷御林
後谷雑木御林
高畑雑木御林
弐俣雑木御林
つへの上雑木御林
日浦向雑木御林
小屋木雑木御林
追立雑木御林
牛瀬雑木御林
上倉雑木御林
重郎雑木御林
朴野保毛雑木御林
鞘御林真木
朴野村植杉御林
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ
ｉ
ｊ
ｋ
ｌ
ｍ
担
当
兼
任
野
村
家
露
口
家
表1 御林番人野村家・露口家管轄の御林と絵図上の御林との対照
Ａ「御国画図」に記載されている御林、Ｂ「御国中惣絵図」に記載されている御林
出典：延享4年（1747）4月（無題）『日本林制史調査資料』徳島藩第6号（マイクロフ
ィルム版、以下同）／寛政4年（1792）4月「覚」『同』徳島藩第6号／宝暦13年（1763）
「山田織部上り林積帳」『同』徳島藩第7号／安永4年（1775）3月「御林壱巻覚
帳」［徳島県立文書館寄託・露口151］
写真3 「御国中惣絵図」板野郡大麻山周辺
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
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水崎村。杉が6割、2～7尺廻。樅・栂が2割、2～6尺廻。
檜少々、雑木は定請林。
横石村。杉が8割、2～7尺廻。樅・栂が2割、3～7尺廻。
檜・青檜少々。雑木は定請林。
横谷村。樅・栂が1割、2～5尺廻、その他雑木。
横谷村。樅・栂が1割、2～5尺廻、その他雑木。川成村。
樅・栂が1割、2～5尺廻、その他雑木。
川成村。樅・栂が1割、2～5尺廻、その他雑木。
川成村。樅・栂が1割、2～5尺廻、その他雑木。
川成村。樅・栂が1割、2～5尺廻、その他雑木。
相川村。杉木、先年安宅役所御仕成、伐跡に少々生え。
平井村。杉・樅・栂・檜。栢・槙・松少々、雑木。
小川・平井村。総山杉生。うち1000本安宅帳付、その他は御
用木仕成または疼木払。小木薄い所は杉苗植え付け。
折宇村。杉・檜・樅・栂生合。大回1里の1割が伐畠山。残
り9割が御林。
折宇村。杉・檜・樅・栂生合。大回1里半の7割が伐畠山。
残り3割が御林。
北川村。杉・檜・樅・栂生合。大回4里の6割が伐畠山。残
り4割が御林。
折宇村。杉・檜・樅・栂生合。大回4里半の半分が伐畠山。
残り半分が御林。
古屋村。杉・檜・樅・栂生合。
古屋村。杉・檜・樅・栂生合。
山河内村。栂2～8尺廻。杉・樅2～6尺廻。松・栢・檜少々。
赤松村。樅・栂2・3～6・7尺廻。杉・樅・栂2・3～6・
7尺廻。雑木は定請。
折宇村。杉・檜・樅・栂生合。
折宇村。杉・檜・樅・栂生合。
折宇村。杉・檜・樅・栂生合。大回1里の1割が伐畠山。残
り9割が御林。海川村。杉・檜・樅・栂生合。
海川村。杉・樅・栂、雑木生合。
古屋村。杉・檜・樅・栂生合。
古屋村。杉・檜・樅・栂生合。
120町
130町
大回120町
大回95町
大回150町
大回65町
大回35町
大回90町
2400町
1350町
320町
35町
15町
80町
100町
23町
120町
460町
400町
100町
50町
25町
190町
18町
35町
葛ヶ谷
杉山
夏切谷
下ふべり
谷
阿津ヶ谷
藤ヶ内
わか谷
西又
禅僧山
槙木屋
請ヶ峯
宇坪谷
薩谷
久井谷
折宇谷
倉ヶ谷
寒葉ヶ谷
八郎山
天狗谷
登り尾
大栖谷
小栖谷
谷木屋
名谷
角ヶ谷
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
［葛谷］
杉山
野浦
鎌滝
鉢谷
荒倉
簗歩怪
禅僧
槙小屋
請峯
樫八屋
耶谷
長者平
宇坪谷
影谷
久井谷
折宇谷
海河内
六丁木
倉谷
源太谷
谷山
［漆ヶ］谷
寒葉谷
奥日早
八郎
天狗谷
赤松
葛谷
杉山
野浦
―
鉢谷
荒倉
―
禅僧
槙木屋
請峯
―
―
―
―
―
久井谷
折宇谷
海河内
―
倉谷
―
谷山
―
寒葉
奥日早
八郎
―
赤松
海部郡
典拠：「御国画図」（徳島市立徳島城博物館寄託『蜂須賀家文書』）
「御国中惣絵図」（徳島市立徳島城博物館寄託『傍木家文書』）
「御林成行記」（徳島市立徳島城博物館寄託『蜂須賀家文書』）
番号：各郡ごとに、まず「御国画図」と「御国中惣絵図」上の御林名を適宜表記し、それに「御林成行記」上の御林を加えた上で、通し番号を付
した。
町 田 哲
―３４４―
御 林 成 行 記
樹 種 等
板東村。2里一円松雑木。請林。
宮河内村。2里一円松雑木。請林。
一円槻、木筋悪く普請木には不向き。その他松雑木、請林。
阿佐名。寛政期に、上木御手仕成、土地指上
太田村。
杉・栂・樅少々、残り雑木
（木地屋・白井・ドス・桑平・九藤重・九日谷）雑木
＊樅・栂。木筋悪く、難所
桑村、松木
山田村、＊＊一続き。松木。時々上木御払
剱山近辺、遠山で仕成困難。樅・栂3000本。3～7尺廻。そ
の他雑木。
同。樅・栂60本。3～6尺廻。雑木。
同。樅・栂170本。2～5尺廻。雑木。
同。樅・栂180本。2～4尺廻。雑木。
同。樅・栂230本。2～4尺廻。雑木。
同。樅・栂170本。3～6尺廻。雑木。
同。樅・栂250本。2～7尺廻。雑木。
同。樅・栂350本。2～7尺廻。雑木。
同。樅50本。2～5尺廻。雑木。
同。樅140本。2～5尺廻。雑木。
真木御林なし、松雑木。請林。
遠山で樵木仕成も困難。請所願人も無し。
真木無し、中程に萱野、樅・栂少々、近年杉・檜植え付け。
真木生え。雑木は棚野五ヶ村稼出。一部に安宅役場受持引除
山。頻繁に御用木仕成、伐跡等に近年杉・檜植え付け。
岩倉村。栂1歩通、2～6尺廻、樅1歩通、3～5尺廻、そ
の他雑木、奥分全て雑木。
横谷村。樅・栂1歩通、2～5尺廻、その他雑木。
沢谷村。樅・栂1歩通、2～5尺廻、その他雑木。
出羽村。杉・樅・栂が1割、2～4尺廻。檜・槙・青檜少々。
その他雑木。
面 積
19町8反
少々
200町
57町
＊合計200丁
138町
81町
1700町
80町
120町
14町
66町
7町
170町
710町
70町
7町
竪 5 ～10
町、横3里
3480町
6480町
竪4里、横
2里
大回150町
大回150町
36町
御林名
槻御林
谷道山
松生山林
新山
一宇山
奥栗山＊
白川谷＊
布生谷＊
植桜＊＊
湯吸＊＊
川原谷
内うべ谷
弓道谷
あるみ谷
柳又谷
さんじ
富士池谷
小剱谷
み越谷
与次郎谷
・柳卯谷
・石賀谷
上山村奥
分
殿河内
立川
槍戸
樒谷
菊千代
麻尻山
番
号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
御国中
惣絵図
大毛
浦代
大麻山
宮河内
日開谷
伊澤野山
上藪
奥栗山
栗山
植桜
湯津
広石
―
殿河内
立川
―
鑓戸
樒谷
菊千代
沢谷
八滝
麻尻山
大用知
葛籠蔭
後谷
高畠
御国画図
大毛
浦代
―
宮河内
日開谷
伊澤野山
阿佐谷道
上敷
―
粟山
植桜
湯吸
広石
弥仙
殿河内
立川
芝山
鎗戸
しきみ
樒谷
―
沢谷
―
麻尻山
―
―
―
―
郡名
板野郡
阿波郡
美馬郡
三好郡
麻植郡
名東郡
名西郡
勝浦郡
那賀郡
表2 近世後期阿波国における主要御林の一覧
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３４５―
N（㎞）
40
37
1
2
撫養
板東
庄村
下八万
入田
飯谷
八多
立江
横瀬 ×2
領家
廿枝荒田野
山口
加茂
由岐
下福井
大滝寺山
雄村
鉢
赤松 ×2
山河内
海川（海河内谷カ）
大里
平井
請峯
花瀬
横石
八郎山
上分上山
阿川
川田
古市
切幡
浦池
日開谷
宮川内
湯吸
大山
泉谷
4
5
6
阿　波　郡
野　　　　　川
板　野　郡
名　西　郡
名  東  郡
勝　   浦   　郡 ?
?
?
殿川内×2
那　　賀　　郡
海　　部　　郡
59
6968
72
42 43
44
47
48
46
73
74
71 75
45
76
77
6160
70
49
50
3
28
1716
32
31
29
33
36
38
41
39出羽
図　19世紀初頭の国絵図にみる主要な御林の分布
×2
×2
×3
（市場）
町 田 哲
―３４６―
佐野
13
12
池田
11
7
34
35
65 66
木頭山×2
木屋平
脇町
　　　　　　
吉
麻　植　郡
美　　馬　　郡
三　　好　　郡
67
58
57
64
63
62
●　『御国画図』『御国中惣絵図』ともに記載のある御林
■　『御国画図』のみに記載のある御林
◆　『御国中惣絵図』のみに記載のある御林
　　数字は表２の番号と対応する。
　　ただし，おおよその地点を示すもので，範囲等を明
　　確に示すものではない。
凡　例
村名 …御林目付の所在地（×2は2人）
阿波国境　　　　　　郡境
出典 ： 文政11年（1828）『徳島分無足以下分限帳』〈蜂須賀
　　　家文書〉（国立史料館編『徳島藩職制取調書抜』下，
　　　東京大学出版会，1984 年，590頁）
出典 ：1886 年輯製二十万分一図（日本歴史地名大系 37
　　　『徳島県の地名』平凡社，2000 年付録）に加筆
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３４７―
ち
な
み
に
御
林
以
外
の
山
に
つ
い
て
も
記
載
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
凡
例
で
は
「
朱
黒
色
山
名
」
と
し
て
、
山
名
を
黒
字
で
示
し
て
い
る
。
写
真
3
は
板
野
郡
の
大
麻
山
周
辺
で
あ
る
が
、
御
林
で
あ
る
「
大
麻
山
」（
朱
字
横
書
）
と
、
野
山
と
推
察
さ
れ
る
「
板
東
山
」「
折
野
山
」「
大
坂
山
」「
黒
谷
山
」
等
（
黒
字
縦
書
）
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
⑵
絵
図
記
載
の
御
林
と
記
載
さ
れ
な
い
御
林
と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
図
に
記
さ
れ
た
御
林
名
は
、
当
該
期
の
御
林
の
す
べ
て
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
、
か
つ
て
筆
者
自
身
が
分
析
し
た
二
つ
の
地
域
を
具
体
例
に
、
考
察
し
て
み
よ
う
。
ア.
那
賀
郡
葛
ヶ
谷
御
林
周
辺（
4
）
表
1
は
、
御
林
番
人
野
村
家
と
露
口
家
が
十
八
世
紀
後
半
段
階
で
管
轄
し
て
い
た
御
林
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
、
両
絵
図
の
御
林
と
を
対
照
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
横
石
杉
山
と
②
葛
ヶ
谷
御
林
は
、
近
世
初
頭
か
ら
藩
用
材
確
保
の
た
め
に
御
林
に
指
定
さ
れ
た
御
林
（
御
林
Ａ
）
で
、
規
模
が
大
き
く
、
野
村
・
露
口
両
家
は
、
こ
の
御
林
の
管
理
の
た
め
に
御
林
番
人
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
を
も
つ
。
つ
い
で
野
村
家
の
管
轄
す
る
③
〜
⑦
は
、
そ
の
規
模
は
御
林
Ａ
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
比
較
的
大
き
な
規
模
で
、
集
落
か
ら
離
れ
た
奥
山
に
位
置
す
る
山
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
御
林
に
設
定
さ
れ
た
年
代
が
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
徳
島
藩
が
十
七
世
紀
中
頃
以
降
に
藩
用
材
確
保
の
た
め
に
新
た
御
林
を
設
定
す
る
と
い
う
、
御
林
拡
大
政
策
の
も
と
で
設
置
さ
れ
た
御
林
、
す
な
わ
ち
「
新
林
」
で
あ
る
（
御
林
Ｂ
）。
最
後
に
露
口
家
が
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
以
降
に
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ａ
〜
ｍ
は
、
こ
れ
も
新
林
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
集
落
に
比
較
的
近
い
雑
木
山
で
、
そ
の
規
模
も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
十
八
世
紀
後
半
以
降
、
定
請
名
負
林
と
し
て
、
地
元
の
一
部
の
百
姓
が
冥
加
銀
・
上
木
代
を
上
納
す
る
見
返
り
に
そ
の
用
益
権
を
確
保
す
る
対
象
と
し
て
き
た
御
林
で
あ
る
（
御
林
Ｃ
）。
こ
れ
ら
御
林
Ａ
〜
Ｃ
の
分
類
を
も
と
に
、
絵
図
上
の
御
林
名
と
を
比
較
す
る
と
、
御
林
Ａ
は
と
も
に
記
載
さ
れ
る
も
の
の
、
御
林
Ｂ
は
記
載
さ
れ
な
い
場
合
も
多
く
、
御
林
Ｃ
に
い
た
っ
て
は
十
三
ヶ
所
の
う
ち
二
ヶ
所
し
か
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
御
林
は
、
近
世
初
頭
か
ら
の
御
林
（
御
林
Ａ
）
と
、
新
林
（
御
林
Ｂ
Ｃ
）
の
う
ち
比
較
的
規
模
の
大
き
な
一
部
の
御
林
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
イ.
三
好
郡
加
茂
村（
5
）
三
好
郡
加
茂
村
は
、
吉
野
川
上
流
右
岸
に
位
置
す
る
村
で
あ
る
。
村
の
南
側
に
加
茂
山
と
称
す
る
山
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
野
山
、
つ
ま
り
村
有
林
と
し
て
存
立
し
て
い
た
。
そ
の
一
部
は
、
十
八
世
紀
中
頃
ま
で
の
間
に
御
林
化
が
進
み
、
人
々
は
二
種
類
の
形
で
新
林
を
利
用
し
て
い
た
。
一
つ
は
「
新
御
林
」
と
称
す
る
御
林
で
あ
る
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
以
降
は
運
上
銀
を
上
納
す
る
見
返
り
に
「
惣
百
姓
請
」
の
山
と
し
て
十
年
切
り
で
利
用
が
許
さ
れ
た
御
林
で
、
野
山
の
麓
に
帯
状
に
展
開
す
る
秣
場
で
面
積
は
七
町
五
反
ほ
ど
で
あ
る
。
牛
馬
飼
野
と
し
て
草
以
外
は
生
や
さ
な
い
山
で
あ
っ
た
。
今
一
つ
は
「
野
山
御
林
」
と
称
す
る
御
林
で
あ
る
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
以
降
、
一
部
の
村
落
構
成
員
が
、
一
定
の
運
上
銀
を
上
納
す
る
見
返
り
に
、
薪
炭
用
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
面
積
は
そ
れ
ぞ
れ
一
畝
か
ら
五
畝
が
大
半
で
、
大
き
く
て
も
三
反
三
畝
程
度
と
小
規
模
で
あ
る
。
野
山
や
田
畑
内
に
点
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
加
茂
村
に
は
、
御
林
が
確
実
に
存
在
し
て
い
た
が
、
両
絵
図
で
は
加
茂
村
内
の
御
林
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
⑶
国
絵
図
か
ら
み
た
御
林
分
布
の
特
徴
以
上
か
ら
、
十
九
世
紀
初
頭
の
二
つ
の
国
絵
図
か
ら
は
、
当
該
期
の
御
林
の
う
ち
、
主
た
る
御
林
の
分
布
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
絵
図
に
は
、
す
べ
て
の
御
林
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
御
林
の
範
囲
や
広
さ
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
主
た
る
御
林
の
分
布
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
デ
ー
タ
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
絵
図
上
の
御
林
の
表
記
を
郡
単
位
に
一
覧
と
し
た
の
が
、
次
の
表
2
と
図
1
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、全
体
的
に
か
な
り
疎
密
が
あ
る
。と
く
に
美
馬
郡
・
三
好
郡
・
阿
波
郡
・
名
東
郡
な
ど
、
吉
野
川
流
域
に
お
い
て
は
御
林
の
数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
海
部
郡
・
那
賀
郡
が
多
く
、
と
り
わ
け
那
賀
川
南
岸
の
山
々
は
、
連
続
的
に
御
林
が
集
中
し
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
那
賀
川
北
俣
筋
奥
の
鎗
戸
や
、
那
賀
川
本
流
奥
の
久
井
谷
・
折
宇
谷
な
ど
、
川
の
最
奥
の
部
分
も
確
認
で
き
る
が
、
全
体
と
し
て
は
材
木
を
川
で
産
出
し
や
す
い
中
流
域
に
多
く
設
定
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
図
1
に
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）『
徳
島
分
無
足
以
下
分
限
帳
』
の
「
林
方
御
代
官
支
配
御
林
目
付
」
の
項
を
も
と
に
、
当
時
の
御
林
目
付
（
も
と
御
林
番
人
）
の
分
布
も
あ
わ
せ
て
示
し
た
。
こ
れ
を
み
て
も
、
御
林
が
多
く
分
布
す
る
勝
浦
郡
・
那
賀
郡
・
海
部
郡
に
比
較
的
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
吉
野
川
流
域
の
、
と
り
わ
け
三
好
郡
・
美
馬
郡
に
は
一
〜
二
名
し
か
御
林
目
付
は
存
在
し
な
い
。
御
林
目
付
の
も
と
に
御
林
下
見
（
も
と
下
番
人
）
が
置
か
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
一
〜
二
人
で
す
べ
て
を
管
轄
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
対
蹠
的
で
あ
る
。
や
は
り
当
該
地
域
に
は
加
茂
村
の
よ
う
に
小
規
模
な
御
林
は
多
数
存
在
し
た
と
し
て
も
、
大
規
模
で
主
要
な
御
林
が
少
な
か
っ
た
こ
町 田 哲
―３４８―
と
が
、
御
林
目
付
が
少
な
い
一
因
で
あ
ろ
う（
6
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
大
き
く
見
て
、
主
要
な
御
林
の
分
布
に
応
じ
て
御
林
目
付
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
御
林
は
ど
の
よ
う
な
地
域
的
特
徴
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
知
る
上
で
重
要
な
史
料
が
、
次
に
み
る
「
御
林
成
行
記
」
で
あ
る
。
二
、「
御
林
成
行
記
」
⑴
史
料
の
構
成
「
御
林
成
行
記
」
は
、
そ
の
末
尾
の
記
載
に
み
え
る
よ
う
に
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
月
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
不
明
だ
が
、
そ
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
林
方
役
所
の
役
人
と
想
定
さ
れ
る
。
現
存
す
る
文
書
（
個
人
蔵
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
寄
託
）
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
近
世
の
間
に
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
こ
で
は
、そ
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、
本
稿
の
末
尾
に
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
全
体
は
、
十
七
世
紀
段
階
の
御
林
政
策
の
展
開
を
概
観
す
る
部
分
（
Ａ
）、
阿
波
国
の
御
林
の
分
布
と
そ
の
状
況
を
示
す
部
分
（
Ｂ
）、
そ
し
て
御
林
管
轄
役
所
の
変
遷
を
述
べ
る
部
分
（
Ｃ
）、
と
大
き
く
三
つ
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
で
は
、十
七
世
紀
の
御
林
政
策
に
関
し
て
、編
者
に
よ
る
見
解
が
そ
の
根
拠
と
な
る
文
書
・
触
と
と
も
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
蜂
須
賀
氏
入
国
段
階
で
、
既
に
「
乱
世
」
が
百
年
以
上
続
い
て
お
り
、
山
々
は
放
置
さ
れ
た
状
態
で
、
動
物
が
作
物
を
荒
ら
す
の
で
、
山
を
伐
開
く
開
発
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
木
々
を
生
や
し
お
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
も
し
生
や
す
場
合
に
は
そ
の
旨
を
伺
い
出
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
、
と
編
者
は
理
解
し
て
い
る
（
ａ
1
）。
と
こ
ろ
が
十
七
世
紀
中
頃
に
な
る
と
、
山
々
の
「
伐
開
」
が
進
み
、
奥
山
ま
で
田
畑
の
検
地
が
行
き
届
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
逆
に
野
山
で
の
五
木
・
七
木
の
伐
採
が
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
（
ａ
2
）。
さ
ら
に
、
村
持
山
で
あ
る
「
野
山
」
に
上
木
が
生
育
し
て
き
た
の
で
入
会
利
用
が
止
ま
り
御
林
が
多
く
で
き
た
こ
と
、
つ
ま
り
「
野
山
」
の
御
林
へ
の
囲
い
込
み
が
進
行
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
、
百
七
十
〜
百
八
十
年
た
っ
た
現
在
に
「
新
御
林
」
「
五
木
林
」
と
し
て
名
目
が
続
い
て
い
る
御
林
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
近
年
み
ら
れ
る
御
林
か
ら
の
運
上
銀
の
増
加
は
、
こ
の
新
御
林
を
「
名
請
」「
定
請
」
と
い
う
形
で
人
々
の
請
負
に
よ
る
利
用
を
認
め
た
り
、「
野
山
」
の
中
で
も
村
々
が
納
得
す
れ
ば
「
請
林
」
と
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
ａ
3
）。
つ
ま
り
編
者
は
、
近
世
初
頭
の
山
の
開
発
（
伐
採
）
推
進
か
ら
保
全
へ
と
政
策
が
転
換
し
た
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
世
初
頭
が
山
の
伐
採
に
よ
る
田
畑
開
発
一
辺
倒
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
今
後
新
た
な
事
例
の
発
掘
と
検
討
を
ふ
ま
え
て
慎
重
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
が（
7
）、
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
中
頃
以
降
に
、
特
定
樹
木
の
保
護
と
野
山
の
御
林
へ
の
取
り
込
み
が
存
在
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
新
御
林
の
請
負
化
に
よ
り
十
八
世
紀
後
半
に
運
上
銀
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
別
稿
で
検
討
し
た
事
実
と
も
符
合
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
よ
う（
8
）。
な
お
、
拝
領
林
の
記
述
も
興
味
深
い
（
ａ
4
）。
と
く
に
城
下
寺
院
へ
下
さ
れ
た
判
物
を
も
と
に
、「
拝
領
林
」「
預
り
林
」
と
称
さ
れ
て
い
る
山
で
は
、
真
木
は
伐
採
を
禁
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
枝
下
ろ
し
・
下
苅
に
よ
る
低
木
・
下
草
の
利
用
は
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
寺
院
に
よ
る
山
林
利
用
と
御
林
と
の
関
連
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。
⑵
御
林
管
轄
の
変
遷
つ
い
で
、
Ｃ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
ｃ
1
で
は
、
ま
ず
慶
安
期
か
ら
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
か
け
て
の
林
奉
行
の
担
当
者
お
よ
び
人
数
の
変
遷
に
つ
い
て
、
判
明
す
る
範
囲
で
示
し
て
い
る
。
御
林
の
担
当
は
、
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
は
林
奉
行
の
担
当
で
あ
っ
た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
一
方
、
Ｃ
の
後
半
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
御
林
管
轄
の
変
遷
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
近
世
後
期
の
御
林
の
管
轄
に
つ
い
て
は
検
討
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
以
下
、
こ
の
点
を
他
の
史
料
で
補
い
な
が
ら
、
整
理
し
よ
う
。
ア.
為
替
方
役
所
期
―
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
五
月
〜
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
正
月
安
永
期
に
至
る
と
、
為
替
方
役
所
が
設
置
さ
れ
た
（
ｃ
2
）。「
安
永
以
来
諸
御
役
場
御
指
止
兼
帯
等
被
仰
付
候
分
書
抜
」（
以
下
「
書
抜
」
と
略
す
）（
9
）に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
当
該
期
の
「
御
勝
手
方
稠
敷
御
取
縮
」
の
一
環
で
藍
方
役
所
管
轄
の
御
為
替
所
が
廃
止
と
な
り
、
そ
の
御
用
の
大
半
は
銀
札
場
に
継
承
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
従
来
藍
方
役
所
が
実
施
し
て
い
た
「
干
鰯
御
貸
付
」
機
能
を
継
承
し
て
実
施
す
る
担
い
手
と
し
て
、
為
替
方
奉
行
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
機
能
も
天
明
六
年（
一
七
八
六
）十
一
月
に
は
銀
札
場
が
兼
帯
す
る
こ
と
と
な
り
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
正
月
に
為
替
方
役
所
は
廃
止
さ
れ
て
い
る（
10
）。
本
文
の
記
述
で
興
味
深
い
の
は
、
板
野
・
麻
植
・
勝
浦
・
那
賀
四
郡
の
御
林
は
、
為
替
方
役
所
が
そ
の
設
置
と
同
時
に
担
当
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
点
で
あ
る（
11
）。
事
実
、
那
賀
郡
の
事
例
で
は
、
安
永
期
に
お
い
て
御
林
の
一
部
が
定
請
名
負
林
と
さ
れ
た
際
、
そ
れ
を
許
可
し
て
い
る
の
は
為
替
方
役
所
で
あ
る（
12
）。
定
請
名
負
林
化
と
は
、
御
用
木
産
出
等
に
は
関
わ
ら
な
い
小
規
模
な
御
林
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
を
定
請
名
負
林
と
す
る
こ
と
で
、
出
願
し
て
き
た
地
元
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３４９―
の
村
落
構
成
員
を
数
年
年
期
で
名
負
人
と
さ
せ
、
毎
年
床
銀
・
上
木
代
を
藩
に
上
納
さ
せ
、
そ
の
見
返
り
に
該
当
す
る
御
林
部
分
の
利
用
を
許
可
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
藩
側
は
、
御
林
を
本
源
的
に
は
藩
用
材
の
確
保
の
場
と
し
て
見
な
し
な
が
ら
も
、
徐
々
に
貨
幣
獲
得
の
対
象
へ
と
重
心
を
移
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
御
林
の
担
当
が
為
替
方
役
所
に
な
る
と
い
う
点
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う（
13
）。
一
方
、
前
記
四
郡
だ
け
が
為
替
方
役
所
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
他
六
郡
は
別
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
郡
に
よ
っ
て
御
林
政
策
に
差
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
も
な
ろ
う
。詳
細
は
今
後
の
検
討
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、留
意
し
て
お
き
た
い
点
で
あ
る
。
イ.
地
方
代
官
支
配
期
―
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
正
月
〜
同
六
年
（
一
七
九
四
）
八
月
そ
の
為
替
方
の
廃
止
後
、
寛
政
期
か
ら
は
「
代
官
受
持
之
村
々
山
林
」
は
地
方
代
官
の
受
持
と
な
り
、
同
時
に
林
奉
行
も
廃
止
と
な
っ
た
（
ｃ
2
）。
地
方
代
官
が
、
本
来
の
御
用
・
年
貢
徴
収
の
機
能
に
加
え
て
、
受
持
村
々
の
山
林
の
管
轄
を
担
当
し
た
の
で
あ
る（
14
）。
地
方
代
官
に
よ
る
御
林
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
は
未
解
明
で
あ
る
が
、
次
の
二
つ
の
史
料
は
そ
の
基
調
を
理
解
す
る
上
で
役
に
立
つ
。
一
つ
は
、
寛
政
三
年
八
月
三
日
に
代
官
衆
が
本
〆
役
に
宛
て
て
提
出
し
た
窺
書
と
、
そ
れ
に
対
す
る
十
月
三
日
本
〆
中
か
ら
の
地
方
代
官
へ
の
申
達
で
あ
る（
15
）。
一
条
目
（
以
下
①
と
略
す
）
で
は
、
御
林
担
当
と
な
っ
て
間
も
な
く
実
務
経
験
も
な
い
と
断
っ
た
上
で
、
現
段
階
で
の
考
え
を
申
し
上
げ
る
と
し
て
、
以
下
の
箇
条
で
、
地
方
代
官
に
よ
る
御
林
管
理
の
実
現
を
訴
え
て
い
る
。
②
御
林
の
町
数
改
を
実
施
し
、
見
分
帳
面
を
当
職
家
老
の
披
見
の
上
で
、
こ
れ
を
基
本
台
帳
（「
御
元
居
り
之
帳
面
」）
と
す
る
こ
と
、
③
地
方
代
官
の
一
名
増
加
、
④
御
林
盗
伐
者
か
ら
の
科
銀
徴
収
、
⑤
御
林
材
木
を
藩
内
諸
役
所
が
必
要
と
す
る
際
、
地
方
代
官
を
介
し
て
本
〆
役
へ
伺
い
を
立
て
る
こ
と
、
⑥
倒
木
払
い
下
げ
の
許
認
可
、
⑦
御
林
に
関
す
る
諸
入
札
の
実
施
、
⑧
先
年
御
林
方
役
所
類
焼
の
た
め
「
御
林
方
之
儀
ニ
付
先
年
よ
り
御
建
置
之
御
作
法
御
條
目
」
が
不
明
の
た
め
、「
前
々
よ
り
御
建
置
被
成
候
御
作
法
」
の
下
付
を
願
う
、
⑨
御
林
奉
行
の
時
期
か
ら
継
続
審
議
中
の
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
内
容
が
不
明
な
の
で
、
新
た
に
本
〆
へ
伺
い
で
る
こ
と
、
⑩
御
林
の
う
ち
、
請
負
年
季
明
の
場
所
や
、
伐
出
願
い
の
あ
る
場
所
も
あ
る
が
、「
何
事
も
相
片
付
不
申
」
状
況
で
審
議
が
進
ま
ず
出
郷
も
出
来
な
い
こ
と
を
了
解
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
第
一
は
、
④
〜
⑦
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
「
只
今
迄
」
の
御
林
方
の
手
法
を
そ
の
ま
ま
地
方
代
官
が
担
う
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
本
〆
役
側
も
そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
了
承
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
地
方
代
官
以
前
の
御
林
管
理
の
あ
り
方
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ
以
前
の
段
階
の
も
の
と
継
承
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
第
二
は
、
御
林
方
支
配
に
つ
い
て
の
作
法
・
条
目
が
な
く
（
⑧
）、
ま
た
御
用
繁
多
が
理
由
で
御
林
請
負
・
伐
出
に
も
対
応
で
き
て
い
な
い
（
⑧
）
と
い
う
点
で
あ
る
。
地
方
代
官
は
、
御
林
支
配
に
関
す
る
実
務
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
本
〆
役
側
は
⑩
に
対
し
て
、
そ
れ
で
は「
御
為
」
に
な
ら
な
い
の
で
、
速
や
か
に
見
分
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
地
方
代
官
支
配
が
短
期
に
終
わ
っ
た
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
く
。
第
三
は
、
御
林
の
町
数
改
め
お
よ
び
見
分
帳
面
作
成
の
計
画
で
あ
る
。
い
わ
ば
御
林
の
検
地
帳
と
で
も
い
う
べ
き
台
帳
を
作
成
す
る
方
針
が
確
認
で
き
る
初
見
で
あ
り
、
こ
の
案
は
、
そ
の
後
の
御
林
支
配
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
今
一
つ
の
史
料
は
、
翌
寛
政
四
年
十
二
月
十
六
日
の
地
方
代
官
の
伺
書
と
、
そ
れ
に
対
す
る
同
月
二
十
九
日
の
本
〆
中
か
ら
の
申
達
で
あ
る（
16
）。
そ
の
直
前
に
地
方
代
官
よ
り
本
〆
中
に
あ
て
て
「
御
林
品
数
有
之
内
、
御
建
林
等
ニ
て
重
立
候
外
、
場
所
ニ
よ
り
其
村
百
姓
共
へ
割
付
置
候
得
は
、
名
田
同
断
ニ
て
運
上
銀
御
年
貢
同
様
令
上
納
、
制
道
ニ
も
相
及
申
間
敷
」
こ
と
、
つ
ま
り
御
林
の
う
ち
、
御
用
木
確
保
の
た
め
に
重
要
な
御
林
は
除
い
て
、
地
元
百
姓
ら
に
割
り
付
け
れ
ば
、
名
田
か
ら
年
貢
上
納
を
さ
せ
る
の
と
同
様
に
、
御
林
か
ら
運
上
銀
を
毎
年
上
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
地
方
代
官
に
よ
る
制
道
の
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
既
に
為
替
方
役
所
期
に
も
定
請
名
負
林
化
は
進
ん
で
い
た
が
、
御
林
を
百
姓
に
割
り
付
け
、
御
林
か
ら
運
上
銀
を
恒
常
的
に
毎
年
確
保
す
る
方
針
を
、
領
内
に
あ
ま
ね
く
拡
大
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
、
当
職
家
老
の
了
解
を
得
る
と
こ
ろ
ま
で
進
み
、
そ
の
た
め
に
、
御
林
を
地
元
百
姓
に
割
り
付
け
る
方
法
「
御
林
名
負
居
り
下
札
指
遣
方
」
の
具
体
的
提
案
と
し
て
出
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
伺
書
の
主
眼
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、
①
基
本
的
に
は
御
林
を
村
中
に
、
ま
た
は
小
規
模
の
御
林
の
場
合
は
願
人
に
割
り
付
け
、
床
銀
を
上
納
さ
せ
、
当
職
家
老
の
了
解
を
え
た
上
で
彼
ら
に
下
札
を
下
付
す
る
こ
と
、
ま
た
後
日
御
林
帳
が
完
成
し
た
時
に
は
、
そ
こ
に
「
名
負
」
を
書
き
込
む
こ
と
、
御
林
内
を
田
畠
に
開
墾
す
る
場
合
は
願
出
さ
せ
た
上
で
御
蔵
奉
行
の
判
断
に
委
ね
検
地
請
さ
せ
る
こ
と
（
御
蔵
奉
行
の
了
解
済
み
）、
こ
れ
ら
名
負
で
割
り
付
け
た
御
林
を
「
名
負
林
」
と
す
る
こ
と
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
②
御
林
運
上
銀
に
つ
い
て
は
、
年
貢
請
と
同
様
に
増
減
が
あ
る
の
で
、
下
札
に
は
そ
の
額
は
書
き
込
ま
な
い
こ
と
、
③
御
林
一
反
あ
た
り
何
本
と
し
て
杭
木
や
御
用
木
を
調
達
し
た
方
が
い
い
場
所
も
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
よ
く
量
っ
て
決
め
る
こ
と
、
ま
た
木
々
の
伐
採
は
百
姓
の
自
由
に
任
せ
て
乱
伐
さ
せ
て
は
、
の
ち
の
ち
運
上
銀
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
、「
場
所
之
趣
」を
よ
く
量
っ
た
上
で
、
伐
採
を
許
可
す
る
こ
と
、
④
為
替
方
支
配
の
段
階
で
設
定
さ
れ
た
定
請
名
負
林
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
が
、
床
銀
町 田 哲
―３５０―
上
納
に
よ
る
「
名
負
林
」
と
す
る
希
望
が
あ
れ
ば
変
更
す
る
こ
と
、
⑤
こ
れ
ま
で
御
林
内
を
入
会
で
下
草
苅
し
て
き
た
場
合
で
も
、名
負
林
ま
た
は
定
請
名
負
林
に
命
じ
る
こ
と
、を
提
案
し
、
す
べ
て
本
〆
中
か
ら
了
承
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
「
名
負
林
」
と
は
、
御
林
を
地
元
村
百
姓
ら
に
名
請
さ
せ
、
運
上
銀
・
床
銀
を
納
め
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
れ
は
御
林
の
本
源
的
機
能
で
あ
る
御
用
木
確
保
は
大
規
模
な
御
林
に
委
ね
、小
規
模
な
御
林
か
ら
の
貨
幣
獲
得
を
狙
っ
た
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。第
二
に
、
し
か
も
そ
の
全
面
的
導
入
は
、「
制
道
ニ
も
相
及
申
間
敷
」と
い
う
表
現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方
代
官
に
よ
る
制
道
が
行
き
届
か
な
い
現
状
の
中
で
、
御
林
を
名
請
さ
せ
た
村
や
百
姓
ら
に
そ
の
責
任
を
明
確
化
さ
せ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
こ
の
名
負
林
の
下
札
に
よ
る
公
認
は
、
寛
政
三
年
段
階
で
提
案
さ
れ
て
い
た
御
林
検
地
帳
の
作
成
と
セ
ッ
ト
で
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
田
畑
に
お
け
る
検
地
帳
を
も
と
に
し
た
年
貢
徴
収
同
様
に
、
ま
さ
に「
地
方
代
官
」な
ら
で
は
の
方
式
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
第
四
に
、
そ
の
点
で「（
御
林
）
名
負
林
」
は
、
こ
れ
以
前
の
為
替
方
役
所
期
の
「
定
請
名
負
林
」
と
は
、
御
林
か
ら
の
運
上
銀
確
保
と
い
う
点
で
共
通
し
な
が
ら
も
別
の
制
度（
17
）と
し
て
措
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
一
般
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
で
、
次
な
る
段
階
へ
と
御
林
改
革
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ウ.
林
方
代
官
期
―
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
八
月
〜
幕
末
し
か
し
、
地
方
代
官
に
よ
る
御
林
の
管
理
は
、
代
官
の
本
来
業
務
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
早
く
も
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
は
林
方
代
官
が
新
た
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ｃ
3
）。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
引
用
さ
れ
て
い
る
同
年
八
月
三
日
付
の
「
覚
」（
18
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
地
方
代
官
の
管
轄
下
で
は
、
年
貢
収
納
や
本
来
の
仕
事
で
忙
し
く
、
ま
た
御
林
は
多
く
か
つ
広
く
、
御
林
の
境
目
も
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
そ
の
取
締
が
行
き
届
か
ず
訴
訟
も
絶
え
な
い
こ
と
、
現
在
の
目
先
の
利
益
ば
か
り
を
考
え
て
取
り
扱
う
た
め
に
、
山
請
や
枝
打
の
時
期
も
失
い
、
御
林
が
衰
微
す
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
今
回
、
御
林
担
当
の
専
門
部
局
と
し
て
林
方
代
官
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
で
、「
御
林
方
御
古
法
」「
御
地
方
御
作
法
」
を
基
礎
に
、
林
木
や
各
地
域
の
産
業
や
、「
御
国
益
」
が
損
な
う
こ
と
が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
林
方
代
官
に
命
じ
、
御
林

振
興

を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
地
方
代
官
期
に
お
け
る
、
御
林
検
地
帳
の
作
成
と
名
負
林
制
度
を
車
の
両
輪
と
す
る
御
林
改
革
案
は
、
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
今
少
し
林
方
代
官
期
の
制
度
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
第
一
は
、
御
林
に
関
す
る
触
を
出
す
こ
と
で
あ
る
。
林
方
代
官
設
定
の
半
年
後
に
あ
た
る
寛
政
七
年
二
月
八
日
に
は
領
内
の
村
々
に
対
し
、
①
御
林
に
つ
い
て
（
利
用
の
）
諸
願
が
あ
れ
ば
申
し
出
る
こ
と
、②
拝
領
林
・
定
請
林
・
年
限
請
林
・
寺
院
営
林
に
お
い
て
も
、枝
打
・
下
苅
・
根
伐
の
場
合
に
は
役
人
に
申
し
出
る
こ
と
、
③
五
木
・
七
木
の
伐
採
は
以
後
も
禁
止
す
る
こ
と
、
④
御
林
盗
伐
は
従
来
通
り
厳
罰
と
す
る
こ
と
、
⑤
御
林
で
も
野
山
で
も
野
火
（
山
火
事
）
の
際
は
、地
元
村
・
近
村
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
、御
林
近
く
で
春
に
肥
草
を
焼
く
こ
と
の
禁
止
、
⑥
山
里
で
田
畠
に
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
は
諸
木
を
植
え
付
け
る
こ
と
、
一
方
御
林
の
中
で
開
拓
し
た
い
土
地
が
あ
れ
ば
願
い
出
る
こ
と
、
⑦
御
用
以
外
で
の
御
林
へ
の
立
入
禁
止
、
を
触
れ
て
い
る（
19
）。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
従
来
か
ら
の
御
林
方
で
の
基
本
方
針
、
つ
ま
り
「
御
林
方
御
古
法
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
御
林
に
つ
い
て
立
入
や
盗
伐
が
基
本
で
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
願
い
出
た
上
で
の
利
用
も
認
め
る
こ
と
が
、
既
定
方
針
と
な
っ
て
い
る
点
（
①
②
⑥
）
に
は
、
留
意
し
て
お
き
た
い
。
第
二
は
、
御
林
以
外
の
地
に
対
す
る
木
々
の
植
付
の
推
進
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
「
御
国
分
地
林
」
が
不
足
し
て
臨
時
御
用
材
木
が
不
足
す
る
こ
と
に
対
処
し
て
計
画
さ
れ
、
寛
政
七
年
十
二
月
に
は
野
山
を
、
翌
八
年
四
月
に
は
空
地
・
愈
上
・
洲
崎
等
を
対
象
と
し
て
林
方
代
官
主
導
で
植
付
を
実
施
す
る
案
が
本
〆
中
に
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
て
い
る（
20
）。
さ
ら
に
林
方
代
官
は
五
月
に
地
域
や
林
野
種
別
を
問
わ
ず
「
南
北
野
山
并
海
部
郡
稼
山
・
渡
世
山
・
植
付
林
・
勧
農
林
等
」
を
す
べ
て
自
ら
の
受
持
と
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
さ
す
が
に
こ
れ
は
本
〆
中
の
了
承
は
得
ら
れ
ず
、「
野
山
」
は
地
方
代
官
受
持
の
ま
ま
、
ま
た
稼
山
・
渡
世
山
は
従
来
通
り
と
な
っ
た
が
、持
山
・
植
付
林
・
勧
農
林
に
関
し
て
は
林
方
代
官
受
持
が
了
承
さ
れ
て
い
る（
21
）。
林
方
代
官
は
、
御
林
以
外
の
地
へ
の
植
付
の
推
進
を
機
に
、
野
山
・
稼
山
・
渡
世
山
以
外
の
山
林
に
つ
い
て
、
そ
の
大
半
を
管
轄
対
象
へ
と
包
摂
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
は
、御
林
番
人
ら
在
地
の
担
い
手
の
地
位
改
善
で
あ
る
。ま
ず
御
林
番
人
に
つ
い
て
は
、
（
番
人
と
い
う
呼
称
故
か
）「
筋
目
悪
敷
者
」
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
新
た
な
担
い
手
が
嫌
が
る
こ
と
を
理
由
に
、
御
林
番
人
は
「
御
林
目
付
」
と
い
う
名
前
に
改
称
し
、
加
番
人
も
「
御
林
下
見
」
と
改
称
さ
せ
る
こ
と
を
願
い
、
寛
政
八
年
五
月
に
本
〆
役
に
了
承
さ
れ
て
い
る（
22
）。
ま
た
、
御
林
方
胴
積
役
に
つ
い
て
も
、
わ
ず
か
の
見
積
違
い
（
払
下
等
の
際
カ
）
が
藩
の
損
益
に
も
関
わ
る
重
要
な
役
柄
で
あ
る
の
で
、
相
応
に
厚
く
手
当
す
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
苗
字
帯
刀
の
許
可
を
求
め
て
、
こ
れ
が
同
年
九
月
に
承
認
さ
れ
て
い
る（
23
）。
そ
し
て
第
四
に
重
要
な
の
は
、
林
方
検
地
帳
の
作
成
で
あ
る
。
寛
政
九
年
三
月
に
は
、
名
負
林
・
定
請
林
・
年
限
受
林
等
に
つ
い
て
年
貢
同
様
の
「
居
り
運
上
」
を
設
定
し
、
山
ご
と
に
惣
改
を
実
施
し
、
上
中
下
と
等
級
を
つ
け
、
名
負
人
に
は
林
方
代
官
と
「
従
役
之
面
々
」（
御
林
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３５１―
目
付
ら
カ
）
の
印
を
付
し
て
「
下
札
」
を
発
行
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
内
容
を
記
し
た
帳
面
を
「
何
林
御
検
地
帳
」と
名
付
け
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る（
24
）。
徳
島
藩
の
御
林
検
地
帳
は
、
地
字
・
等
級
・
面
積
・
床
銀
・
名
負
人
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
、
御
林
管
理
上
の
基
礎
帳
簿
で
あ
る
が
、
幕
領
で
作
成
さ
れ
た
「
御
林
帳
」（
25
）の
よ
う
に
、
樹
種
別
の
本
数
・
林
況
ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
で
も
徳
島
藩
の
御
林
検
地
帳
は
、
樹
種
・
林
況
を
も
と
に
い
か
な
る
御
用
木
が
確
保
で
き
る
か
と
い
う
関
心
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
運
上
銀
を
確
保
で
き
る
の
か
と
い
う
関
心
が
優
先
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
同
年
十
二
月
に
は
名
負
人
が
名
義
を
他
人
に
譲
渡
す
る
際
に
は
、
林
方
の
手
先
手
代
裏
判
証
文
に
よ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た（
26
）。
こ
れ
は
、
名
負
林
の
譲
渡
に
藩
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
も
う
一
面
で
は
、
そ
れ
ま
で
当
事
者
間
で
水
面
下
に
実
施
さ
れ
て
い
た
、
名
負
林
の
譲
渡
と
い
う
行
為
そ
れ
自
体
が
、
藩
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
点
で
重
要
な
転
機
と
い
え
よ
う
。こ
う
し
て
、
林
方
代
官
設
定
直
後
の
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
〜
同
九
年
に
お
け
る
御
林
制
度
改
革
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
と
、
そ
の
政
策
基
調
は
、
御
林
か
ら
の
御
用
木
確
保
と
い
っ
た
本
源
的
な
性
格
を
維
持
し
つ
つ
も
、
ⅰ
御
林
検
地
帳
の
作
成
に
よ
る
御
林
掌
握
と
、
ⅱ
そ
の
御
林
の
名
負
林
化
に
象
徴
さ
れ
る
請
負
制
度
の
導
入
に
伴
う
貨
幣
獲
得
に
あ
り
、
そ
れ
が
分
か
ち
が
た
く
結
合
し
て
い
た
点
に
こ
そ
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
御
林
検
地
帳
は
、
単
に
御
林
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
帳
簿
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
御
林
の
名
負
林
化
を
領
内
に
普
く
広
げ
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
内
ⅱ
は
既
に
為
替
方
役
所
期
に
一
部
実
現
し
て
い
た
が
、
ⅰ
と
ⅱ
の
い
ず
れ
も
地
方
代
官
支
配
期
に
新
た
に
一
般
化
が
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
林
方
代
官
期
は
、
こ
う
し
た
萌
芽
的
基
調
を
藩
領
全
体
に
普
遍
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
御
林
改
革
を
実
現
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
地
方
代
官
期
の
御
林
改
革
構
想
は
、
林
方
代
官
期
に
継
承
さ
れ
実
現
を
み
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
27
）。
そ
の
後
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
九
月
に
な
る
と
「
林
方
御
役
場
」
は
、
御
蔵
所
付
と
な
っ
て
い
く
（
ｃ
4
）（
28
）。
こ
れ
に
と
も
な
い
御
蔵
所
検
見
役
の
者
が
林
方
御
用
も
兼
任
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（
29
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
林
方
役
所
が
消
滅
し
た
の
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
は
御
蔵
所
の
関
与
の
下
で
、
林
方
役
所
が
御
林
の
管
理
を
担
当
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。「
御
林
成
行
記
」
編
さ
ん
当
時
、
御
林
の
管
轄
は
、
御
蔵
所
の
下
で
林
方
代
官
―
林
方
役
所
が
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
、
御
林
の
分
布
と
そ
の
特
徴
御
林
の
分
布
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
御
林
成
行
記
」
の
Ｂ
で
中
心
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
ｂ
1
で
は
、
御
林
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
概
括
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
往
古
ゟ
之
御
建
林
」
は
、
各
郡
の
奥
地
に
あ
り
、
地
域
的
に
は
北
方
よ
り
も
南
方
に
真
木
生
の
御
林
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
往
古
ゟ
之
御
建
林
」
と
は
、
前
稿
で
「
初
期
御
林
」
と
位
置
づ
け
た
十
七
世
紀
前
半
か
ら
の
御
林
を
指
す
も
の
と
考
え
て
良
い
。
そ
れ
は
圧
倒
的
に
南
方
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
記
述
は
、
前
掲
図
と
も
照
合
し
て
い
る
。
以
下
、
記
載
順
に
、
郡
毎
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
く
が
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
Ｂ
の
編
さ
ん
過
程
で
あ
る
。
Ｂ
で
は
各
御
林
の
町
数
に
つ
い
て
、
先
年
か
ら
の
申
し
伝
え
、
あ
る
い
は
御
林
目
付
の
手
元
に
あ
る
古
帳
面
の
記
載
を
も
と
に
し
て
お
り
、
新
た
な
一
律
的
調
査
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
ｂ
10－
8
）。
古
帳
面
が
「
御
林
検
地
帳
」
を
指
す
の
か
ど
う
か
確
定
は
で
き
な
い
が
、
御
林
の
広
さ
な
ど
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
現
地
の
御
林
目
付
等
が
掌
握
し
て
お
り
、
林
方
役
所
も
御
林
番
人
の
存
在
な
く
し
て
は
実
態
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る（
30
）。
⑴
北
方
七
郡
三
好
郡
ま
ず
三
好
郡
（
ｂ
2
）
は
、
百
姓
ら
が
村
中
で
所
持
し
、
入
会
で
利
用
す
る
よ
う
な
「
野
山
」
が
多
く
、
運
上
を
藩
に
上
納
す
る
よ
う
な
山
は
少
な
い
こ
と
、
ま
た
御
林
は
山
城
谷
〈
表
2
整
理
番
号
12
・
13
〉（
以
下
、〈
番
号
〉
と
略
記
）
に
あ
り
、
二
〇
〇
町
程
の
広
さ
で
、
樅
・
栂
が
生
え
て
い
る
が
、
木
筋
が
悪
く
、「
仕
成
木
」
を
川
流
し
で
き
な
い
と
い
う
条
件
の
悪
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
も
前
述
の
加
茂
村
の
御
林
の
よ
う
な
小
規
模
御
林
に
つ
い
て
は
、
一
切
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
美
馬
郡
つ
い
で
美
馬
郡
（
ｂ
3
）
の
う
ち
、
吉
野
川
筋
の
山
々
は
、
家
老
稲
田
家
の
拝
知
が
多
い
た
め
、
御
林
は
少
な
く
、
太
田
村
に
松
生
山
が
あ
る
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
祖
谷
山
・
阿
佐
名
内
の
谷
道
山
〈
7
〉
は
寛
政
期
に
名
主
阿
佐
只
之
助
が
、
上
木
を
「
御
手
仕
成
」
つ
ま
り
藩
用
材
と
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
そ
の
際
、
上
木
だ
け
で
な
く
山
の
土
地
全
体
を
藩
に
献
上
し
、
御
林
と
な
っ
た
と
い
う
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。
祖
谷
山
で
は
、
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）
に
祖
谷
山
百
姓
が
、「
御
年
貢
請
込
山
」
の
負
担
軽
減
を
理
由
に
、「
杣
山
」
献
上
を
願
い
た
が
、
藩
に
献
上
（＝
御
林
化
）
と
な
れ
ば
上
木
だ
け
で
な
く
伐
跡
地
の
利
用
が
出
来
な
町 田 哲
―３５２―
く
な
る
こ
と
が
判
明
し
、
願
い
下
げ
て
い
る（
31
）。
し
か
し
、
十
八
世
紀
末
の
段
階
に
な
り
、
名
主
が
持
っ
て
い
き
た
山
を
御
林
化
す
る
こ
と
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
美
馬
郡
で
は
、
こ
の
ほ
か
新
山
御
林
が
あ
わ
せ
て
二
百
町
ほ
ど
あ
り
、
杉
・
栂
・
樅
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
大
半
は
雑
木
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
新
御
林
は
雑
木
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
雑
木
で
は
御
用
木
に
な
ら
ず
、「
仕
成
」
可
能
な
真
木
（
杉
・
檜
・
樅
・
栂
）
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
、
藩
側
の
主
要
な
関
心
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、「
森
林
」
に
は
少
し
で
は
あ
る
が
真
木
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
森
林
」
と
は
鎮
守
等
の
森
で
あ
ろ
う
か
。
阿
波
郡
阿
波
郡
（
ｂ
4
）
で
は
、
日
開
谷
村
に
槻
御
林
十
九
町
が
あ
る
も
の
の
、
木
筋
が
悪
く
、普
請
木
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、ま
た
そ
の
他
の
山
の
多
く
は
松
・
雑
木
が
生
え
る
山
で
、
し
か
も
「
受
林
」（
定
請
名
負
林
ま
た
は
名
負
林
）
と
な
っ
て
い
る
。
麻
植
郡
麻
植
郡
（
ｂ
5
）
で
は
、
ま
ず
木
屋
平
村
の
剣
山
周
辺
の
御
林
が
十
ほ
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
広
さ
は
千
七
百
町
か
ら
七
町
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
仕
成
可
能
な
栂
・
樅
の
本
数
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
「
遠
山
」
で
材
木
仕
成
が
困
難
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
遠
山
で
な
い
御
林
と
し
て
、
湯
吸
御
林
・
植
桜
御
林〈
16
・
17
〉が
記
さ
れ
て
い
る
。
両
山
は
一
続
き
で
あ
る
が
、
真
木
で
は
な
く
、
松
木
が
中
心
の
御
林
で
、
年
限
を
限
っ
て
上
木
を
払
い
下
げ
、
金
銭
収
入
の
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
の
郡
内
の
御
林
も
松
林
が
中
心
で
、
大
半
が
「
請
林
」
で
あ
っ
た
。
板
野
郡
板
野
郡（
ｂ
6
）は
、
大
規
模
な
山
林
は
あ
る
が
、
真
木
が
生
え
る
御
林
は
無
く
、
御
林
は
す
べ
て
松
で
あ
る
。
と
く
に
宮
河
内
〈
4
〉
・
板
東
〈
3
〉
の
御
林
は
谷
奥
深
く
に
あ
り
、
周
囲
二
里
の
範
囲
は
松
と
雑
木
が
中
心
で
、
そ
の
大
半
は
「
請
林
」
と
な
っ
て
い
る
。
名
西
郡
・
名
東
郡
名
東
・
名
西
両
郡
（
ｂ
7
）
も
、
阿
波
・
麻
植
・
板
野
郡
と
同
様
に
、
真
木
が
生
え
る
御
林
は
無
く
、
御
林
は
松
・
雑
木
が
中
心
で
、「
受
林
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
名
西
郡
上
山
村
奥
分
に
は
六
つ
の
字
に
ま
た
が
る
広
大
な
御
林
が
あ
る
が
、
こ
こ
も
「
遠
山
」
で
、
樵
木
仕
成
に
し
て
も
採
算
が
と
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
を
請
所
と
し
て
請
け
負
う
者
も
い
な
い
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
吉
野
川
流
域
の
北
方
七
郡
に
お
い
て
は
、
①
御
林
は
多
数
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
松
・
雑
木
が
生
え
た
山
で
あ
り
、
そ
の
規
模
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
こ
と
、
②
ま
た
御
林
名
が
記
さ
れ
る
よ
う
な
、
あ
る
程
度
大
き
な
御
林
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
松
・
雑
木
が
中
心
で
あ
る
か
、
真
木
の
生
え
る
も
の
の
「
遠
山
」
で
あ
り
、
藩
用
材
を
伐
り
出
し
て
利
用
す
る
の
に
は
適
さ
な
い
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
③
そ
の
小
規
模
の
松
・
雑
木
の
御
林
の
多
く
は
、「
請
林
」、
つ
ま
り
定
請
名
負
林
ま
た
は
名
負
林
と
し
て
、
運
上
銀
を
名
負
人
に
上
納
さ
せ
る
見
返
り
に
、
そ
の
用
益
権
を
名
負
人
に
認
め
る
と
い
う
制
度
を
導
入
し
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
④
藩
の
関
心
は
、
あ
く
ま
で
「
御
手
仕
成
」
と
い
う
藩
用
材
の
伐
り
出
し
に
向
く
真
木
の
確
保
か
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
払
下
げ
あ
る
い
は
「
請
林
林
」
化
に
よ
る
貨
幣
収
入
の
確
保
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
⑵
南
方
三
郡
勝
浦
郡
勝
浦
郡
（
ｂ
8
）
は
、
数
は
二
つ
と
少
な
い
が
、
広
大
な
御
林
が
存
在
し
た
。
ま
ず
、
殿
河
内
御
林
〈
31
〉
は
、
四
三
四
〇
町
も
の
広
大
な
御
林
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
段
階
で
真
木
は
な
く
、
樅
・
栂
が
少
々
あ
る
程
度
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
近
年
、
杉
の
苗
を
植
え
付
け
た
と
の
記
載
が
あ
る
点
で
あ
る
。
殿
河
内
御
林
に
つ
い
て
は
、
羽
山
久
男
氏
の
研
究
が
あ
る
が（
32
）、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
一
月
の
段
階
で
、
寺
沢
六
右
衛
門
が
蜂
須
賀
蓬
庵
よ
り
、「
勝
浦
郡
之
内
と
ろ
河
谷
」
よ
り
「
杉
檜
其
外
諸
材
木
」
を
伐
り
出
す
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
連
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
、
大
坂
天
満
の
新
左
衛
門
な
る
商
人
が
こ
の
殿
河
内
山
の
請
負
を
認
め
ら
れ
材
木
を
数
年
間
伐
り
出
し
て
い
た
が
、
藩
へ
の
上
納
銀
が
不
足
し
て
、
大
坂
に
逃
げ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
寺
沢
六
右
衛
門
が
代
わ
っ
て
請
負
を
命
じ
ら
れ
て
い
る（
33
）。
こ
の
よ
う
に
殿
河
内
御
林
は
、
十
七
世
紀
前
半
の
段
階
か
ら
御
林
と
し
て
設
定
さ
れ
、
大
規
模
な
伐
採
請
負
が
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
づ
く
立
川
御
林
〈
32
〉
は
、
広
さ
六
四
八
〇
町
と
「
御
林
成
行
記
」
に
掲
載
さ
れ
る
御
林
の
中
で
、
面
積
が
判
明
す
る
中
で
は
最
大
の
御
林
で
あ
る
。
真
木
が
生
え
て
お
り
、
ま
た
雑
木
は
棚
野
村
五
か
村
の
稼
場
と
も
な
っ
て
い
た
ほ
か
、
安
宅
役
所
受
持
の
「
御
引
徐
山
」
も
内
部
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
城
下
近
く
で
頻
繁
に
伐
り
出
さ
れ
、
近
年
そ
の
跡
地
に
は
杉
苗
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
両
御
林
は
、
広
大
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
勝
浦
川
と
通
じ
て
材
木
が
徳
島
城
下
町
へ
と
流
通
さ
せ
や
す
か
い
条
件
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
藩
側
か
ら
は
藩
用
材
伐
出
の
重
要
な
御
林
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
真
木
を
再
生
産
さ
せ
る
植
林
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
那
賀
郡
那
賀
郡
（
ｂ
9
）
の
御
林
は
、
前
に
述
べ
た
横
石
杉
山
〈
45
〉
・
葛
ヶ
谷
〈
44
〉
の
両
御
林
の
ほ
か
に
、
麻
尻
山
〈
39
〉、
菊
千
代
谷
〈
36
〉、
そ
し
て
横
谷
・
川
成
・
岩
蔵
村
に
あ
る
那
賀
川
北
俣
筋
源
流
域
の
山
々
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
規
模
は
百
町
前
後
が
多
い
が
、
御
林
が
隣
り
合
う
様
に
集
中
し
た
地
域
で
も
あ
る
。
樅
・
栂
等
が
一
〜
二
割
を
占
め
る
の
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３５３―
が
大
半
の
中
で
、
葛
ヶ
谷
と
杉
山
御
林
だ
け
は
杉
が
六
〜
八
割
で
大
木
も
あ
り
、
主
要
な
藩
用
材
供
給
林
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
御
林
で
は
、
雑
木
は
定
請
林
と
し
て
利
用
し
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
か
つ
て
検
討
し
た
近
世
後
期
の
葛
ヶ
谷
御
林
の
実
態
で
も
確
認
で
き
る（
34
）。
な
お
、
槍
戸
御
林
の
後
ろ
に
は
、「
長
川
筋
奥
所
」
は
高
山
で
、
木
筋
が
良
い
が
、
木
目
が
狭
く
成
長
が
遅
い
た
め
に
大
木
は
な
い
こ
と
、
ま
た
以
前
は
檜
の
大
木
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
切
株
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。海
部
郡
海
部
郡
（
ｂ
10
）
に
は
最
も
多
く
の
御
林
が
記
さ
れ
て
い
る
。
地
域
毎
に
わ
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
那
賀
川
本
流
の
源
流
に
位
置
す
る
木
頭
上
山
分
（
ｂ
10－
1
・
2
）。
い
ず
れ
の
山
も
杉
・
檜
・
樅
・
栂
等
の
真
木
と
雑
木
と
が
混
在
す
る
。
ま
た
そ
の
内
部
に
「
伐
畠
山
」
つ
ま
り
地
元
百
姓
ら
に
認
め
ら
れ
た
焼
畑
農
業
の
地
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
御
林
が
多
く
、
中
に
は
五
割
か
ら
七
割
が
伐
畠
山
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
有
木
純
善
氏
に
よ
る
と
、
木
頭
地
域
の
焼
畑
は
、
御
林
内
の
「
伐
畑
御
林
形
態
」
と
、
民
有
地
内
の
「
検
地
名
負
伐
畑
形
態
」
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
住
民
の
生
活
が
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
伐
畑
山
」
は
「
伐
畑
御
林
形
態
」
と
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
方
、
や
や
下
流
で
比
較
的
規
模
の
小
さ
な
御
林
が
あ
る
木
頭
下
山
・
古
屋
谷
筋
（
ｂ
10－
3
）
は
、
同
様
に
杉
檜
樅
栂
と
雑
木
か
ら
な
る
が
、「
伐
畠
山
」
の
記
載
は
な
い
。
つ
い
で
海
側
で
あ
る
。
赤
松
村
谷
筋
（
ｂ
10－
5
）
は
、
那
賀
郡
の
葛
ヶ
谷
・
横
石
杉
山
と
尾
根
を
隔
て
て
背
中
合
わ
せ
の
地
域
で
あ
る
が
、
天
狗
谷
御
林
〈
77
〉
も
八
郎
山
〈
76
〉
も
大
規
模
で
あ
る
。
杉
樅
栂
も
大
き
く
、
ま
た
雑
木
は
定
請
名
負
林
と
な
っ
て
い
る
。
両
御
林
も
隣
り
合
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
天
狗
谷
は
赤
松
川
か
ら
那
賀
川
に
、
八
郎
山
の
谷
は
海
側
に
流
れ
出
て
い
る
。
ま
た
、
牟
岐
郷
七
ヶ
村
周
辺（
ｂ
10－
6
）に
は
、
御
林
は
存
在
す
る
も
の
の
、
真
木
の
生
え
て
い
る
御
林
は
な
く
、
雑
木
御
林
の
木
々
は
一
定
の
年
限
毎
に
「
御
払
」
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海
部
川
上
流
周
辺
（
ｂ
10－
8
）
の
禅
僧
山
〈
57
〉
・
請
ヶ
峯
〈
59
〉
・
槙
小
屋
〈
58
〉
は
海
部
郡
内
で
は
最
も
大
き
な
御
林
群
で
あ
る
。
し
か
も
、
杉
な
ど
の
真
木
が
多
く
、
請
ヶ
峯
で
は
、
う
ち
千
本
を
安
宅
役
所
帳
付
木
と
し
、
残
り
の
す
べ
て
の
杉
を
を
「
御
手
仕
成
」
と
す
る
か
「
疼
木
御
払
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
杉
が
小
木
で
少
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
杉
苗
の
植
付
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。
以
上
、
南
方
三
郡
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
大
規
模
な
御
林
が
随
所
に
み
ら
れ
、
と
く
に
勝
浦
川
・
那
賀
川
・
海
部
川
流
域
に
集
中
し
て
存
在
し
た
こ
と
、
か
つ
杉
・
檜
・
樅
・
栂
と
い
っ
た
材
木
用
と
な
り
う
る
真
木
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
う
し
た
真
木
を
大
量
に
確
保
し
、
川
筋
近
く
の
比
較
的
産
出
が
容
易
な
場
所
に
御
林
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
確
認
で
き
よ
う
。
第
二
に
、
こ
こ
で
の
記
述
内
容
に
注
目
し
て
み
る
と
、
御
林
内
で
の
杉
・
檜
・
樅
・
栂
等
の
山
で
の
割
合
や
、
木
の
太
さ
に
主
要
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
や
は
り
、
藩
の
関
心
は
ど
の
御
林
か
ら
御
用
木
が
確
保
出
来
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
真
木
以
外
の
雑
木
に
つ
い
て
は
、
定
請
名
負
林
と
し
て
地
元
村
落
構
成
員
に
委
ね
る
か
、
あ
る
い
は
請
負
商
人
に
「
御
払
」
と
し
て
委
ね
る
な
ど
、
請
負
制
度
を
導
入
し
て
伐
り
出
さ
せ
、
藩
と
し
て
は
運
上
銀
等
を
確
保
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、薪
炭
そ
の
も
の
を
調
達
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
、こ
こ
か
ら
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
三
に
、
こ
う
し
た
特
徴
を
を
も
つ
南
方
三
郡
に
お
い
て
も
、
地
域
的
な
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
例
え
ば
、
那
賀
川
上
流
の
木
頭
地
域
に
は
、
御
林
内
に
も
伐
畑
山
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
そ
の
地
域
と
も
重
な
る
が
、
御
林
内
に
「
取
山
」
と
称
す
る
山
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
ｂ
10－
4
）。
取
山
に
つ
い
て
は
、
別
途
詳
細
な
実
態
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
こ
で
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
御
林
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
段
階
か
ら
取
山
が
設
定
さ
れ
、「
木
末
代
」
を
毎
年
上
納
さ
せ
る
見
返
り
に
、
地
元
の
百
姓
に
利
用
権
を
認
め
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
木
末
代
は
、
十
九
世
紀
段
階
で
は
御
林
目
付
が
集
約
し
た
上
で
各
郡
代
に
納
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
取
山
は
、
制
度
的
に
は
定
請
名
負
林
と
共
通
す
る
面
も
あ
る
が
、
分
布
範
囲
が
那
賀
郡
・
海
部
郡
の
う
ち
那
賀
川
上
流
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
木
頭
代
官
が
当
該
地
域
を
管
轄
し
て
い
た
段
階
に
設
定
さ
れ
た
制
度
が
、
そ
の
後
、
郡
代
管
轄
と
な
っ
た
十
九
世
紀
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
四
に
、
殿
川
内
・
立
川
・
請
ヶ
峯
と
い
っ
た
御
林
で
は
、
植
林
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
植
林
に
つ
い
て
も
、
既
に
有
木
純
善
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
り
、
木
頭
地
域
で
は
寛
政
期
に
藩
側
よ
り
御
林
内
で
の
植
林
と
、
成
木
後
の
半
数
を
造
林
者
に
下
げ
渡
す
と
い
う
内
容
の
、
造
林
奨
励
策
が
存
在
し
た
と
い
う
。
か
つ
て
筆
者
も
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
、
木
頭
代
官
三
間
才
知
助
・
渡
孫
太
夫
が
、
木
頭
地
域
の
取
山
・
検
地
名
負
の
伐
畑
に
、
杉
・
檜
三
千
本＝
一
株
と
し
て
植
林
を
奨
励
し
て
き
た
事
実
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る（
35
）。
殿
河
内
等
で
の
御
林
の
植
林
が
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
開
始
さ
れ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
藩
用
材
確
保
の
重
要
御
林
と
目
さ
れ
る
場
所
で
は
、
植
林
が
広
く
展
開
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
町 田 哲
―３５４―
む
す
び
に
か
え
て
本
稿
で
は
、
近
世
後
期
阿
波
国
に
お
け
る
徳
島
藩
領
の
御
林
の
分
布
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
二
つ
の
国
絵
図
と
「
御
林
成
行
記
」
を
も
と
に
検
討
し
た
。
史
料
上
の
性
格
か
ら
、
主
要
な
御
林
の
分
布
し
か
う
か
が
え
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
御
林
は
阿
波
国
全
体
に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
吉
野
川
流
域
で
は
、
松
や
・
雑
木
の
御
林
が
大
半
で
、
全
体
的
に
規
模
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
御
林
が
多
か
っ
た
た
め
、
主
要
な
御
林
名
を
掲
載
す
る
国
絵
図
の
上
で
は
、
御
林
名
が
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
ま
れ
に
三
好
郡
山
城
谷
や
麻
植
郡
の
剣
山
麓
等
に
広
大
で
真
木
が
生
成
し
た
御
林
が
存
在
し
た
が
、
奥
山
で
伐
り
出
す
こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
山
か
ら
藩
用
材
を
確
保
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
南
方
三
郡
（
勝
浦
・
那
賀
・
海
部
）
で
は
、
勝
浦
川
・
那
賀
川
の
中
流
・
上
流
域
に
規
模
が
大
き
な
多
く
の
御
林
が
密
集
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
多
く
の
山
で
は
、
真
木
と
雑
木
の
混
成
林
で
あ
っ
た
が
、
真
木
の
割
合
が
比
較
的
高
く
、
川
筋
近
く
で
搬
出
し
や
す
い
と
い
う
条
件
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、「
御
手
仕
成
」
し
て
藩
用
材
を
確
保
し
た
り
、
請
負
商
人
に
請
け
負
わ
せ
る
「
御
払
」
を
実
施
す
る
山
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
御
林
の
分
布
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
藩
は
、「
御
林
成
行
記
」
を
作
成
し
た
十
九
世
紀
中
頃
に
お
い
て
も
、
真
木
の
樹
種
・
太
さ
に
主
要
な
関
心
が
あ
り
、
ど
の
御
林
に
用
木
化
可
能
な
真
木
が
存
在
す
る
の
か
、
つ
ま
り
御
林
の
本
源
的
機
能
で
あ
る
御
用
木
確
保
が
い
か
に
可
能
か
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
た
。ま
た
、一
部
の
御
林
で
は
遅
く
と
も
十
八
世
紀
末
に
は
、
藩
主
導
で
植
林
を
実
施
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
吉
野
川
流
域
の
松
・
雑
木
を
主
要
と
す
る
御
林
や
、
南
方
三
郡
の
御
林
の
雑
木
に
つ
い
て
は
、
定
請
名
負
林
や
名
負
林
に
設
定
し
、
特
定
の
百
姓
や
村
か
ら
運
上
銀
を
収
取
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
に
そ
の
用
益
権
を
認
め
、
御
林
か
ら
恒
常
的
に
貨
幣
収
入
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
運
上
銀
重
視
の
政
策
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
為
替
方
役
所
期
に
一
部
の
郡
で
定
請
名
負
林
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
寛
政
期
の
地
方
代
官
支
配
期
に
は
、
こ
れ
を
藩
領
全
体
に
広
げ
る
と
い
う
政
策
が
芽
生
え
る
。
そ
れ
は
実
質
的
に
は
請
負
制
度
を
御
林
全
体
に
導
入
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
が
、
御
林
検
地
帳
を
作
成
し
、
こ
れ
を
も
と
に
名
負
林
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
田
畑
か
ら
年
貢
を
確
保
す
る
の
と
同
様
に
、
御
林
（
の
名
負
人
）
か
ら
毎
年
運
上
銀
を
確
保
す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
い
た
。
御
林
の
地
方
代
官
支
配
期
は
数
年
で
頓
挫
す
る
が
、
十
八
世
紀
末
以
降
こ
れ
に
か
わ
っ
て
御
林
を
管
轄
し
た
林
方
代
官
は
、
地
方
代
官
の
御
林
政
策
基
調
を
基
本
的
に
継
承
し
、
藩
領
全
体
に
広
げ
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
寛
政
期
の
一
連
の
動
き
は
、
徳
島
藩
領
に
お
け
る
「
御
林
改
革
」
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。註
（
1
）
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
徳
島
藩
の
御
林
と
請
負
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に
―
」
『
鳴
門
史
学
』
二
六
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
拙
稿
「
近
世
前
期
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
制
度
」『
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
二
八
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
拙
稿
「
近
世
前
期
徳
島
藩
の
御
林
と
御
林
番
人
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に
―
」『
史
窓
』
四
三
、
二
〇
一
三
年
三
月
。
（
2
）
有
木
純
善
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
―
木
頭
林
業
の
展
開
構
造
―
』
日
本
林
業
技
術
協
会
、
一
九
七
四
年
。
（
3
）
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
編
『
阿
波
・
淡
路
国
絵
図
の
世
界
』〈
絵
図
図
録
第
三
集
〉、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
。
（
4
）
詳
し
く
は
前
掲
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
徳
島
藩
の
御
林
と
請
負
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に
―
」、
お
よ
び
同
「
近
世
前
期
徳
島
藩
の
御
林
と
御
林
番
人
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に
―
」。
（
5
）
拙
稿
「
近
世
後
期
の
『
新
御
林
』
に
関
す
る
一
考
察
―
三
好
郡
加
茂
村
を
事
例
に
―
」
『
阿
波
学
会
紀
要
』
五
九
、
二
〇
一
三
年
七
月
。
（
6
）
ま
た
、
逆
に
名
東
郡
や
那
賀
郡
の
平
野
部
な
ど
、「
御
国
画
図
」
や
「
御
国
中
惣
絵
図
」
で
は
主
要
御
林
が
分
布
し
て
い
な
い
地
域
に
も
御
林
目
付
が
存
在
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
（
7
）
編
者
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
壁
書
第
六
条
の
う
ち
、
と
く
に
「
山
林
相
止
」
の
記
述
を
、
山
林
で
あ
る
こ
と
を
止
め
る
こ
と
の
意
か
ら
、
さ
ら
に
山
分
で
の
木
々
を
生
や
す
こ
と
の
禁
止＝
伐
採
に
よ
る
開
発
推
進
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
条
の
主
眼
は
、
論
所
の
判
断
は
検
地
帳
面
に
よ
る
こ
と
、
代
官
・
給
人
・
郡
奉
行
の
判
断
に
よ
る
山
林
利
用
の
停
止
は
禁
じ
る
こ
と
に
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
地
論
・
山
論
で
の
代
官
・
郡
奉
行
ら
に
よ
る
個
別
的
恣
意
的
な
裁
定
を
否
定
す
る
内
容
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
伺
い
を
立
て
る
こ
と
な
く
郡
奉
行
が「
沙
汰
」し
た
場
合
に
は
越
度
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
編
者
の
解
釈
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
条
の
み
を
も
っ
て
山
林
伐
採
に
よ
る
畑
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３５５―
地
化
の
推
進
を
一
般
化
す
る
の
は
、
や
や
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
二
つ
の
判
物
は
、
勝
浦
郡
八
多
村
・
宮
井
村
の
山
林
に
つ
い
て
、
用
水
利
用
の
た
め
伐
採
を
禁
じ
「
は
や
し
置
」
く
こ
と
を
、
二
代
藩
主
忠
鎮
（
の
ち
忠
英
と
改
名
）
が
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
郡
奉
行
ら
で
は
な
く
藩
主
に
よ
る
直
仕
置
が
見
ら
れ
る
点
は
興
味
深
い
が
、
こ
れ
も
、
編
者
の
よ
う
に
、
山
林
を
「
は
や
し
置
」
く
場
合
に
、
そ
の
許
可
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
例
と
ま
で
理
解
す
る
の
に
は
、
難
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
8
）
前
掲
拙
稿
「
近
世
前
期
徳
島
藩
に
お
け
る
御
林
制
度
」
お
よ
び
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
徳
島
藩
の
御
林
と
請
負
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に
―
」。
（
9
）
国
立
史
料
館
編
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
二
三
四
〜
二
三
九
頁
、
番
号
五
二
五
〜
五
四
一
。
（
10
）「
書
抜
」五
三
〇
、
寛
政
元
年
十
一
月
二
十
五
日（
前
掲『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜（
上
）』
二
三
七
頁
）。
な
お
、
為
替
方
役
所
は
、
御
林
以
外
に
も
、
那
賀
郡
大
井
・
加
茂
・
細
野
・
吉
井
四
ヶ
村
の
火
打
石
（
寛
政
期
に
は
大
坂
天
満
の
沢
屋
徳
右
衛
門
が
請
負
人
と
な
っ
て
い
る
、「
書
抜
」
五
三
五
）、
那
賀
郡
鵠
口
の
薪
炭
諸
品
口
銀
（「
書
抜
」
五
三
六
）、「
御
貸
付
諸
品
御
払
代
銀
滞
取
立
」「
御
家
中
御
貸
付
取
立
」（「
書
抜
」
五
三
八
）、「
郷
中
御
貸
付
銀
取
立
」（「
書
抜
」
五
四
一
）
な
ど
の
管
轄
も
担
っ
て
い
た
。
（
11
）
実
際
、「
書
抜
」
五
三
二
、
寛
政
元
年
十
二
月
二
十
三
日
で
は
、
板
野
・
那
賀
・
勝
浦
三
郡
の
御
林
は
、
こ
の
時
ま
で
為
替
方
役
所
の
所
轄
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
為
替
方
役
所
の
廃
止
に
と
も
な
い
御
林
方
の
所
轄
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
三
七
頁
）。
（
12
）
前
掲
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
徳
島
藩
の
御
林
と
請
負
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に
―
」。
（
13
）
な
お
、
板
野
郡
と
阿
波
郡
で
は
新
御
林
と
同
時
に
野
山
の
定
請
林
化
も
推
め
ら
れ
て
い
た
。
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
は
一
年
間
だ
け
特
例
で
こ
れ
ら
の
地
で
の
「
下
草
」
利
用
は
認
め
ら
れ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
翌
年
正
月
に
入
っ
て
も
新
御
林
の
下
草
を
無
断
で
苅
る
者
が
い
た
た
め
、
大
北
郡
奉
行
の
津
田
叶
が
取
締
を
組
頭
庄
屋
に
命
じ
て
い
る
（『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
徳
島
県
物
産
陳
列
場
、
一
九
一
四
年
、
九
六
四
〜
九
六
五
頁
）。
（
14
）
寛
政
初
年
は
、
ち
ょ
う
ど
十
一
代
藩
主
治
昭
が
、
藩
財
政
の
危
機
を
背
景
に
、
家
老
長
谷
川
近
江
に
よ
る
専
制
政
治
に
対
し
不
満
を
持
ち
、
初
代
藩
主
至
鎮
〜
三
代
光
隆
期
ま
で
の
「
祖
法
」
に
則
っ
て
、
近
習
役
の
協
力
を
支
え
に
「
直
仕
置
」
と
家
老
仕
置
と
の
両
立
を
目
指
し
始
め
た
時
期
に
相
当
す
る
（
安
澤
秀
一
「
寛
政
期
徳
島
藩
に
お
け
る
地
方
支
配
改
革
の
特
質
に
つ
い
て
」『
地
方
史
研
究
』
九
二
、
一
九
六
八
年
、
高
橋
啓
『
近
世
藩
領
社
会
の
展
開
』
渓
水
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
三
部
第
三
章
、
三
宅
正
浩
『
近
世
大
名
家
の
政
治
秩
序
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
第
五
章
）。
地
方
代
官
に
よ
る
山
林
支
配
は
、
こ
う
し
た
動
き
と
何
ら
か
の
関
連
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
直
接
そ
の
事
情
を
う
か
が
う
素
材
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
（
15
）
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
3
徳
島
藩
』
創
文
社
、
一
九
六
二
年
、
史
料
番
号
一
六
九
五
（
以
下
『
藩
法
集
』
一
六
九
五
の
よ
う
に
略
記
す
る
）。
（
16
）
前
掲
『
藩
法
集
』
一
七
〇
九
。
（
17
）「
定
請
名
負
林
」
と
「
名
負
林
」
と
は
、
御
林
を
地
元
百
姓
に
請
け
お
わ
せ
て
運
上
等
を
上
納
さ
せ
る
点
で
極
め
て
よ
く
似
た
制
度
で
あ
り
、
筆
者
は
従
来
こ
れ
を
同
一
視
し
て
き
た
が
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
制
度
と
し
て
は
異
な
る
要
素
を
持
っ
て
い
た
と
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
実
態
面
で
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
（
18
）
同
文
の
も
の
と
し
て
、「
書
抜
」
六
四
八
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
二
頁
）
お
よ
び
前
掲
『
藩
法
集
』
一
七
一
四
。
（
19
）
前
掲
『
藩
法
集
』
一
七
一
八
、「
書
抜
」
六
五
六
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
四
頁
）。
（
20
）
前
掲
『
藩
法
集
』
一
七
二
六
、「
書
抜
」
六
五
八
・
六
五
九
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
五
頁
）。
（
21
）「
書
抜
」
六
六
〇
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
五
〜
二
七
六
頁
）。
（
22
）「
書
抜
」
六
六
一
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
六
頁
）。
（
23
）「
書
抜
」
六
六
三
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
六
頁
）。
寛
政
十
二
年
三
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
林
方
胴
積
役
の
手
当
は
賃
銀
と
し
て
一
日
二
匁
で
あ
っ
た
が
、
遠
隔
地
か
ら
の
出
張
で
な
に
か
と
費
用
も
多
く
か
か
る
こ
と
か
ら
、
役
中
二
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
ぶ
ん
賃
銀
は
一
日
一
匁
三
分
に
変
更
さ
れ
て
い
る
（「
書
抜
」
六
七
〇
、
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
八
〇
頁
）。
（
24
）
前
掲
『
藩
法
集
』
一
七
三
七
、「
書
抜
」
六
六
五
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
七
〜
二
七
八
頁
）。
比
較
的
時
期
の
早
い
御
林
検
地
帳
と
し
て
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
十
月
「
海
部
郡
浅
川
村
名
負
林
御
検
地
帳
」（
前
掲
『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
一
九
一
四
年
、
五
〇
八
〜
五
一
一
頁
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
村
内
の
御
林
二
十
一
ヶ
所
（
七
畝
〜
三
反
と
小
規
模
）
が
、
上
林
・
中
林
・
下
林
と
等
級
付
さ
れ
、
一
筆
ご
と
に
床
銀
・
町 田 哲
―３５６―
定
請
銀
・
名
負
人
が
記
さ
れ
、
林
方
代
官
森
三
五
左
衛
門
・
坂
東
三
左
衛
門
の
連
名
と
、
林
方
御
用
山
下
伊
賀
右
衛
門
の
印
・
花
押
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
（
25
）
所
三
男
『
近
世
林
業
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）。
弘
化
期
の
飛
騨
国
幕
領
の
御
林
帳
か
ら
、
そ
の
木
材
資
源
の
管
理
と
利
用
を
論
じ
た
も
の
に
、
高
橋
伸
拓『
近
世
飛
騨
林
業
の
展
開
―
生
業
・
資
源
・
環
境
の
視
点
か
ら
―
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
補
論
が
あ
る
。
ま
た
、
藩
領
の
事
例
と
し
て
は
、
享
保
期
の
広
島
藩
の
「
御
建
山
御
留
山
野
山
腰
林
帳
」
を
も
と
に
地
域
毎
の
「
植
生
」
を
復
元
し
た
、
佐
竹
昭
『
近
世
瀬
戸
内
の
環
境
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
第
一
章
〜
第
三
章
が
興
味
深
い
。
（
26
）「
書
抜
」
六
六
八
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
二
七
九
頁
）。
（
27
）
こ
こ
で
確
立
さ
れ
た
御
林
管
理
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
近
世
後
期
に
お
け
る
徳
島
藩
の
御
林
と
請
負
―
那
賀
川
中
流
域
を
事
例
に
―
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
ほ
か
に
年
代
不
明
な
が
ら
「
御
林
仕
居
方
大
綱
」（『
阿
波
藩
民
政
資
料
』
徳
島
県
、
一
九
一
六
年
、
二
〇
二
八
〜
二
〇
三
四
頁
）
が
参
考
に
な
る
。
（
28
）
こ
の
点
は
「
安
永
以
来
諸
御
役
場
新
ニ
被
仰
付
候
分
書
抜
」
三
五
二
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
三
五
二
頁
）
で
も
確
認
で
き
る
。
（
29
）「
安
永
以
来
諸
御
役
場
新
ニ
被
仰
付
候
分
書
抜
」
三
五
六
（
前
掲
『
徳
島
藩
職
制
取
調
書
抜
（
上
）』
一
六
三
頁
）。
（
30
）
ま
た
後
で
見
て
い
く
よ
う
に
、
郡
毎
の
記
載
内
容
に
若
干
の
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
る
の
は
、
各
郡
か
ら
の
報
告
に
依
拠
す
る
面
が
強
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
（
31
）
拙
稿
「
近
世
前
期
の
祖
谷
山
商
人
と
大
坂
」
塚
田
孝
編
『
身
分
的
周
縁
の
比
較
史
―
法
と
社
会
の
視
点
か
ら
―
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
。
（
32
）
羽
山
久
男
『
山
村
地
域
の
史
的
展
開
―
徳
島
県
勝
浦
郡
上
勝
町
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一
年
。
（
33
）寺
沢
六
右
衛
門
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
史
料
と
し
て
、『
徳
島
県
史
料
第
二
巻
阿
府
志
・
阿
淡
御
条
目
』（
徳
島
県
、
一
九
六
七
年
、
三
七
二
〜
三
八
八
頁
）
が
あ
る
。
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
（
34
）
前
掲
有
木
純
善
『
林
業
地
帯
の
形
成
過
程
―
木
頭
林
業
の
展
開
構
造
―
』。
（
35
）
町
田
哲
・
新
居
聡
「
木
頭
材
木
挽
座
株
に
関
す
る
一
史
料
」『
阿
波
学
会
紀
要
』
五
一
〈
木
沢
村
惣
合
学
術
調
査
報
告
〉、
二
〇
〇
五
年
一
月
。
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３５７―
Ａ附.
史
料
翻
刻
「
御
林
成
行
記
」
〈
凡
例
〉
一
、「
御
林
成
行
記
」（
個
人
蔵
・
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
寄
託
）を
翻
刻
し
た
。
一
、
改
行
は
指
摘
せ
ず
、
欠
字
・
平
出
は
と
も
に
一
字
あ
け
て
示
し
た
。
一
、
本
文
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
が
、
頻
出
の
異
体
字
・
俗
字
（「
并
」「
ゟ
」
な
ど
は
一
部
使
用
し
た
。）
一
、
便
宜
上
、
太
字
・
数
字
（
例
「
ａ
1
」）
で
内
容
の
ま
と
ま
り
を
示
し
た
。
一
、
句
読
点
は
す
べ
て
（
、）
に
統
一
し
、
適
宜
並
列
点
（
・
）
を
ほ
ど
こ
し
た
。
（
袋
）
（
貼
紙
）「
御
割
印
済
」
御
成
行
記
林
（
表
紙
）
御
林
成
行
記
朱
割
印
）
御
林
成
行
ａ
1
（
一
五
八
五
）
御
国
御
拝
領
天
正
十
三
年
之
頃
は
、応
仁
已
来
百
年
余
乱
世
打
続
候
事
故
、山
々
之
儀
は
生
塞
、
禽
獣
相
籠
作
物
等
を
荒
候
ニ
付
、
山
分
は
伐
開
候
を
専
要
ニ
被
仰
付
候
義
と
相
見
へ
、
心
侭
ニ
は
や
し
置
候
義
は
御
停
止
ニ
而
、
諸
木
は
や
し
置
候
義
其
旨
趣
を
以
窺
出
候
様
（
一
六
一
八
）
元
和
四
年
御
壁
書
六
ツ
目
御
ケ
條
之
内
ニ
一
、
庄
境
目
出
入
に
は
、
論
処
論
田
之
族
有
之
は
勿
論
被
任
検
地
帳
面
之
旨
、
可
有
其
沙
汰
、
万
一
竿
外
之
地
論
は
双
方
曲
事
之
至
、
盗
賊
同
前
候
条
可
被
及
其
沙
汰
、
然
は
右
之
田
畑
は
為
時
々
代
官
斗
別
ニ
百
姓
可
申
付
、
付
り
自
今
以
後
代
官
・
給
人
・
郡
奉
行
為
覚
悟
処
々
山
林
相
止
義
令
停
止
候
、
為
在
処
又
は
用
水
便
ニ
も
可
然
義
候
ハ
ヽ
申
窺
可
随
、
其
左
右
無
致
沙
汰
は
郡
奉
行
可
為
越
度
事
右
ニ
引
合
候
は
、
八
多
・
宮
井
両
村
ニ
左
之
通
御
判
物
被
下
置
制
札
ニ
而
建
置
御
座
候
宮
谷
町 田 哲
―３５８―
掟勝
浦
郡
八
多
村
殿
林
犬
飼
一
、
当
山
林
為
用
水
先
年
ゟ
は
や
し
置
候
条
、
猶
以
自
今
已
後
他
郷
之
者
は
不
及
言
、
在
処
之
者
共
初
一
切
伐
取
間
敷
候
、若
シ
相
背
者
於
有
之
は
忽
可
為
曲
事
候
、付
り
草
か
や
苅
候
義
、
所
之
者
ハ
く
る
し
か
る
間
敷
者
也
忠
鎮
様
御
判
（
一
六
二
六
）
寛
永
三
年
六
月
三
日
掟
勝
浦
郡
宮
井
村
ね
き
山
一
、
当
山
林
為
用
水
先
年
ゟ
は
や
し
置
候
条
、
猶
以
自
今
已
後
他
郷
之
者
は
不
及
言
、
在
処
之
者
共
初
一
切
伐
取
間
敷
候
、若
シ
相
背
者
於
有
之
ニ
ハ
忽
可
為
曲
事
候
、付
り
草
か
や
苅
義
、
処
之
者
ハ
く
る
し
か
る
ま
し
き
者
也
忠
鎮
様
御
判
寛
永
三
年
六
月
三
日
ａ
2
一
、
寛
永
度
已
来
ハ
御
治
世
ニ
も
相
成
、
山
々
も
伐
開
、
奥
山
分
迄
御
検
地
も
行
届
候
方（
カ
）成
、
其
後
正
保
・
慶
安
・
承
応
・
明
暦
・
万
治
・
寛
文
と
三
四
十
年
も
押
移
、
追
々
ニ
野
山
入
合
苅
之
場
処
五
木
・
七
木
御
指
留
被
仰
付
御
触
、
左
之
通
覚
一
、
桐
・
栢
・
楠
・
桑
・
朴
・
槻
・
柿
右
七
木
伐
採
義
、
国
中
自
今
已
後
法
度
被
仰
付
候
、
若
向
々
拝
知
之
内
ニ
有
之
木
、
其
子
細
於
申
来
は
仕
置
処
へ
可
被
相
窺
事
（
一
六
五
三
）
承
応
二
年
二
月
六
日
郡
御
奉
行
ゟ
南
北
へ
触
出
ス
一
、
御
国
中
野
山
分
、
松
・
椚
・
杉
・
檜
・
楊
梅
右
五
木
は
御
留
置
、
其
外
下
苅
下
草
等
ハ
只
今
迄
之
通
可
被
下
置
候
、
縦
令
雖
野
山
た
り
と
、
百
姓
稼
山
之
義
ハ
可
為
格
別
事
右
は
御
家
老
ゟ
被
申
渡
、
郷
中
相
触
候
（
一
六
七
二
）
寛
文
十
二
子
年
九
月
三
日
一
、
此
度
在
々
野
山
分
、
松
・
椚
・
杉
・
檜
・
楊
梅
五
木
、
自
今
已
後
御
留
被
成
候
、
然
と
も
正
月
門
松
之
義
は
如
例
年
野
山
ニ
而
有
来
通
可
仕
旨
、
賀
島
主
水
被
申
聞
候
ニ
付
、
在
々
相
触
申
候
子
極
月
三
日（マ
マ
）
一
、
檜
・
杉
・
槻
・
黄
檜
・
栢
・
楠
・
樅
、
右
之
木
薪
ニ
仕
義
自
今
已
後
停
止
被
仰
付
旨
、
山
田
豊
前
被
申
渡
候
ニ
付
、
郷
中
相
触
申
候
（
一
六
七
五
）
延
宝
三
卯
年
正
月
十
六
日
右
四
ヶ
條
は
郡
方
記
録
ニ
御
座
候
ａ
3
右
之
通
御
触
御
座
候
以
来
、
野
山
之
内
上
ハ
木
相
生
候
所
は
自
然
入
合
苅
も
相
止
り
、
追
々
御
林
多
出
来
成
候
義
と
相
見
、
寛
文
・
延
宝
ゟ
は
百
七
八
十
年
余
之
只
今
ニ
至
り
新
御
林
・
五
木
林
等
之
名
目
相
残
り
居
申
候
御
林
、
端
々
御
座
候
、
近
来
運
上
銀
相
増
候
義
は
、
右
之
御
林
名
請
・
定
請
等
之
仕
居
、
又
は
野
山
之
内
も
下
気
服
次
第
請
林
之
仕
居
相
手
懸
申
義
ニ
御
座
候
一
、
山
焼
之
義
は
堅
停
止
被
仰
付
置
候
処
、
今
以
相
止
り
不
申
、
愈
以
放
火
仕
間
敷
候
、
火
発
り
候
節
は
不
及
申
、
所
之
者
共
罷
出
、
早
々
取
消
可
申
候
、
且
又
野
山
へ
入
込
候
刻
、
近
所
ニ
居
合
候
草
刈
共
見
捨
候
而
立
退
候
由
相
聞
へ
不
埒
之
事
ニ
候
、
此
後
は
随
分
火
ヲ
防
消
留
候
ヘ
ハ
、
其
段
番
人
・
所
之
庄
屋
五
人
組
見
届
候
上
退
キ
可
申
候
、
火
消
へ
不
申
内
立
去
（
マ
マ
）
り
申
間
敷
候
、
但
其
場
ニ
罷
在
候
ヘ
ハ
放
火
人
ニ
可
仕
成
と
存
、
立
去
り
可
申
候
得
共
、
其
気
遣
不
仕
消
留
可
申
候
、
此
上
火
を
見
捨
立
退
候
ヘ
ハ
却
而
放
火
之
主
ニ
可
相
成
候
、
尤
怪
我
無
之
様
可
相
心
得
事
右
之
通
堅
相
守
可
申
候
、
若
不
埒
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
其
科
可
被
仰
付
候
條
、
此
段
急
度
可
申
付
候
、
尤
件
之
趣
御
林
奉
行
共
へ
も
可
被
申
聞
置
候
、
以
上
十
一
月
十
三
日
右
之
通
被
仰
出
候
条
、
奉
得
其
意
、
堅
相
守
候
様
、
面
々
組
村
中
不
寄
何
者
可
申
付
旨
、
急
々
可
相
触
候
、
以
上
（
一
七
一
〇
）
宝
永
七
寅
年
十
一
月
十
九
日
郡
奉
行
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３５９―
ａ
4
一
、
御
家
中
諸
士
并
寺
社
其
余
末
々
共
拝
領
林
之
儀
、
御
判
物
被
下
置
、
又
御
取
次
之
人
ニ
ゟ
御
書
付
相
渡
、
且
又
請
持
御
役
場
ゟ
証
文
指
出
御
座
候
、
其
余
無
証
拠
申
伝
等
ニ
而
所
持
仕
候
も
多
御
座
候
一
、
御
山
下
寺
院
拝
領
林
・
預
り
林
と
も
被
下
置
御
座
候
御
判
物
其
寺
々
え
指
出
御
座
候
写
、
左
之
通
興
源
院
様
御
折
紙
一
、
大
安
寺
領
於
分
国
阿
波
処
々
惣
高
弐
百
石
目
録
有
別
紙
并
境
内
山
林
竹
木
等
諸
役
免
許
之
義
、
任
先
規
之
旨
令
寄
進
畢
、
令
寺
納
不
可
有
相
違
之（
カ
）條
、
如
件
（
一
六
三
八
）
寛
永
十
五
八
月
廿
三
日
御
判
泰
雲
和
尚
一
、
当
寺
山
林
真
ン
木
は
不
可
伐
採
之
、
枝
お
ろ
し
下
苅
等
可
任
寺
用
、
但
草
は
為
家
中
馬
飼
用
、
自
今
已
後
遣
候
条
可
得
其
意
者
也
（
一
六
五
三
）
承
応
二
年
二
月
五
日
光
隆
様
御
判
持
明
院
右
之
通
真
ン
木
は
被
為
進
、
枝
下
苅
被
下
置
候
を
預
り
林
と
相
唱
へ
申
候
、
市
中
寺
院
之
分
大
抵
同
御
文
段
ニ
而
、
御
判
物
被
下
置
御
座
候
Ｂｂ
1
マ
一
、
往
古
ゟ
之
御
建
林
は
、
多
分
郡
々
之
奥（
所
）諸
ニ
御
座
候
、
杉
檜
等
之
真
木
相
生
候
御
林
は
南
方
ニ
多
、
北
方
ニ
ハ
無
数
御
座
候
ｂ
2
一
、
三
好
郡
中
ハ
野
山
多
、
数
ヶ
村
入
合
苅
ニ
而
、
運
上
付
之
仕
居
ニ
相
成
候
場
処
ハ
聊
な
ら
て
ハ
無
御
座
候マ
右
郡
中
ニ
而
真
木
相
生
候
御
林
ハ
、
山
城
谷
之
内
、
白
川
谷
・
奥（
粟
）栗
山
名
・（
不
）布
生
御
林
、
大
綱
弐
百
丁
程
、
上
尾
筋
ハ
伊
予
・
土
佐
御
境
目
ニ
相
当
り
申
候
、
樅
栂
相
生
居
申
候
得
共
、
木
筋
不
宜
、
谷
筋
悪
敷
処
々
難
処
御
座
候
而
、
仕
成
木
川
流
シ
六
ヶ
敷
相
見
申
候
、
其
余
右
マ
郡
中
寺
社
森
林
ニ
少
々
宛
真
木
相
生
居
申
候
ｂ
3
一
、
美
馬
郡
中
、
吉
野
川
筋
南
北
之
山
々
ハ
多
分
稲
田
家
之
拝
知
ニ
而
、
御
林
は
太
田
村
ニ
松
生
山
林
少
々
御
座
候
同
郡
祖
谷
山
は
都
而
名
主
之
拝
領
地
ニ
而
、
阿
佐
名
之
内
谷
道
山
、
右
名
よ
り
南
へ
入
込
谷
筋
、
凡
壱
里
半
斗
奥
所
は
高
山
ニ
而
、
土
州
御
境
目
ニ
相
当
申
候
、
右
谷
道
山
、
寛
政
度
名
主
阿
佐
只
之
助
ゟ
上
ハ
木
御
手
仕
成
シ
願
出
、
其
節
土
地
共
指
上
、
只
今
ハ
御
林
ニ
相
成
居
申
候
祖
谷
田
之
内
名
裏
山
ニ
当
り
一
、
新
山
御
林
弐
百
町
程
杉
栂
樅
少
々
宛
相
生
、
其
余
ハ
雑
木
相
生
居
申
候
、
同
郡
一
宇
山
之
内
木
地
屋
白
井
ド
ス
桑
平
九
藤
重
九
日
谷
右
六
ヶ
名
御
林
雑
木
相
生
、
六
ヶ
処
ニ
而
五
十
七
町
程
、
右
郡
中
ニ
も
処
々
森
林
は
少
々
宛
マ真
木
相
生
居
申
候
ｂ
4
一
、
阿
波
郡
日
開
谷
村
槻
御
林
拾
九
町
八
反
程
、
一
円
槻
相
生
居
申
候
得
共
、
木
筋
悪
敷
普
請
木
等
ニ
は
難
相
成
、
其
余
郡
中
場
広
山
林
都
而
松
雑
木
相
生
、
多
分
受
林
ニ
御
座
候
ｂ
5
一
、
麻
植
郡
木
屋
平
村
劔
山
近
辺
遠
山
ニ
而
、
仕
成
六
ヶ
敷
御
林
株
々
左
之
通
一
、
川
原
谷
千
七
百
町
程
生
木
樅
・
栂
三
千
本
程
、
三
尺
廻
り
よ
り
七
尺
廻
り
迄
其
余
雑
木
も
相
生
居
申
候
一
、
内
う
ぶ
谷
八
拾
町
程
生
木
樅
・
栂
六
拾
本
程
、
三
尺
廻
よ
り
六
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
一
、
弓
道
谷
百
弐
拾
町
程
生
木
樅
・
栂
百
七
十
本
程
、
弐
尺
廻
り
よ
り
五
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
一
、
あ
る
み
谷
十
四
町
程
生
木
樅
・
栂
百
八
十
本
程
、
弐
尺
廻
り
ゟ
四
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
町 田 哲
―３６０―
一
、
柳
又
谷
六
十
六
町
程
生
木
樅
・
栂
二
百
三
拾
本
程
、
二
尺
廻
り
ゟ
四
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
一
、
下
さ
ん
じ
上
さ
ん
じ
二
谷
ニ
而
七
町
程
生
木
樅
・
栂
百
七
十
本
程
、
三
尺
廻
り
ゟ
六
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
一
、
富
士
池
谷
百
七
拾
町
程
生
木
樅
・
栂
二
百
五
十
本
程
、
弐
尺
廻
ゟ
七
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
一
、
小
劔
谷
七
百
拾
町
程
生
木
樅
・
栂
三
百
五
拾
本
程
、
二
尺
廻
ゟ
七
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
一
、
み
越
谷
七
拾
町
程
生
木
樅
五
拾
本
程
、
二
尺
廻
ゟ
五
尺
廻
り
迄
其
余
前
同
断
一
、
与
次
郎
谷
柳
宇
谷
三
谷
ニ
而
七
町
程
石
賀
谷
生
木
樅
百
四
十
本
程
、
弐
尺
廻
り
ゟ
五
尺
廻
り
程
其
余
前
同
断
同
郡
里
郷
ニ
而
一
、
湯
吸
御
林
八
十
壱
町
程
、
山
田
村
一
、
植
桜
御
林
百
三
拾
八
町
程
、
桑
村
右
両
山
一
続
ニ
相
成
御
建
林
ニ
而
松
木
相
生
居
申
候
、
時
々
年
限
を
以
、
上
ハ
木
御
払
ニ
相
成
居
申
候
、
其
余
郡
中
松
林
多
分
請
林
ニ
相
成
居
申
候
ｂ
6
マ
一
、
板
野
郡
中
場
広
山
林
ニ
御
座
候
得
と
も
、
真
木
相
生
候
御
林
は
無
御
座
、
都
而
松
生
ニ
而
、
別
而
は
宮
河
内
・
板
東
両
村
は
谷
奥
深
、
凡
二
里
斗
一
円
松
・
雑
木
生
渡
、
多
分
受
林
ニ
相
成
居
申
候
ｂ
7
マ
一
、
名
東
・
名
西
二
郡
、
是
も
真
木
御
林
無
御
座
、
松
・
雑
木
相
生
、
多
分
受
林
ニ
相
成
居
申
候
、
其
内
名
西
郡
上
山
村
奥
分
六
ヶ
敷
御
林
字
六
ツ
ニ
相
分
レ
、
竪
五
六
町
よ
り
十
町
斗
、
横
三
里
も
御
座
候
様
相
見
へ
申
候
、
東
之
端
は
勝
浦
郡
境
、
南
尾
筋
は
那
賀
郡
境
、
西
は
麻
植
郡
境
ニ
而
、
遠
山
故
樵
木
仕
成
シ
も
難
引
合
、
受
処
願
出
候
者
も
無
数
御
座
候
ｂ
8
一
、
勝
浦
郡
生
夷
谷
筋
、
奥（
所
）諸
ニ
殿
河
内
御
林
、
町
数
三
千
四
百
三
十
町
程
場
広
御
林
ニ
御
座
マ
候
得
共
、
中
程
ニ
萱
野
も
御
座
候
而
、
真
木
生
シ
無
数
、
樅
・
栂
少
々
相
生
居
申
、
近
年
杉
・
檜
植
付
相
手
懸
罷
在
候
マ
一
、
同
郡
棚
野
村
立
川
御
林
、
町
数
六
千
四
百
八
十
町
程
一
円
真
木
相
生
居
申
、
雑
木
棚
野
五
ヶ
村
稼
山
ニ
相
成
居
申
候
、
右
之
内
安
宅
御
役
場
受
持
御
引
除
山
も
御
座
候
、
此
立
川
御
林
は
御
山
下
近
ニ
而
、度
々
御
用
木
御
仕
成
シ
ニ
相
成
、伐
跡
又
は
生
シ
無
数
所
へ
近
年
杉
・
檜
植
付
専
相
手
懸
罷
在
候
ｂ
9
那
賀
郡
分
一
、
杉
山
御
林
百
三
拾
町
程
、
横
石
村
生
木
杉
八
歩
通
り
、
二
尺
廻
よ
り
七
尺
廻
り
迄
同
樅
・
栂
二
歩
通
り
、
三
尺
廻
よ
り
七
尺
廻
り
迄
同
檜
・
青
檜
少
々
相
生
居
申
候
其
余
雑
木
は
定
請
林
ニ
而
御
座
候
一
、
葛
ヶ
谷
御
林
百
弐
拾
町
程
、
水
崎
村
生
木
杉
六
歩
通
、
二
尺
廻
ゟ
七
尺
廻
り
迄
同
樅
・
栂
二
歩
通
、
二
尺
廻
ゟ
六
尺
廻
り
迄
同
檜
少
々
相
生
居
申
候
其
余
雑
木
ハ
定
受
林
ニ
而
御
座
候
一
、
麻
尻
山
御
林
三
拾
六
町
程
、
出
羽
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
一
歩
通
り
宛
、
二
尺
廻
ゟ
四
尺
廻
り
迄
同
檜
・
槙
・
青
檜
少
々
相
生
シ
居
申
候
其
余
ハ
雑
木
相
生
居
申
候
一
、
菊
千
代
谷
大
回
り
百
五
十
町
程
、
沢
谷
村
生
木
樅
・
栂
一
歩
通
宛
、
二
尺
廻
ゟ
五
尺
廻
り
迄
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３６１―
其
余
雑
木
生
合
一
、
夏
切
谷
御
林
大
回
り
百
弐
拾
町
程
、
横
谷
村
生
木
樅
・
栂
・
雑
木
前
同
断
一
、
下
ふ
べ
り
谷
御
林
大
回
り
九
拾
五
丁
町
程
、
同
村
生
木
樅
・
栂
・
雑
木
前
同
断
一
、
阿
津
ヶ
谷
御
林
大
回
り
百
五
拾
町
程
、
川
成
村
生
木
樅
・
栂
一
歩
通
宛
、
弐
尺
廻
ゟ
五
尺
廻
り
迄
其
余
雑
木
生
合
一
、
藤
ヶ
内
御
林
大
回
り
六
拾
五
町
程
、
同
村
生
木
樅
・
栂
・
雑
木
前
同
断
一
、
わ
か
谷
御
林
大
回
り
三
拾
六
町
程
、
同
村
生
木
樅
・
栂
・
雑
木
前
同
断
一
、
西
又
御
林
大
回
り
九
拾
町
程
、
同
村
生
木
樅
・
栂
・
雑
木
前
同
断
一
、
樒
谷
御
林
大
回
り
百
五
拾
町
程
、
横
谷
村
生
木
樅
・
栂
・
雑
木
前
同
断
一
、
槍
戸
御
林
竪
四
里
程
、
横
弐
里
程
、
岩
倉
村
生
木
栂
一
歩
通
、
二
尺
廻
り
ゟ
六
尺
廻
り
迄
同
樅
一
歩
通
、
三
尺
廻
ゟ
五
尺
廻
り
迄
其
余
雑
木
生
合
、
中
程
ゟ
奥
分
都
而
雑
木
生
右
ハ
長
川
筋
奥（
所
）諸
極
高
山
ニ
而
、
生
木
筋
宜
敷
、
目
間
細
ク
御
座
候
得
共
、
寒
気
強
木
品
太
り
遅
ク
候
故
、
只
今
大
木
無
御
座
、
往
古
は
檜
大
木
御
座
候
義
と
相
見
へ
、
指
渡
三
四
畳
敷
程
ニ
相
見
へ
候
朽
残
伐
株
処
々
ニ
御
座
候
ｂ
10－
1海
部
郡
木
頭
上
山
分
、
川
筋
下
ハ
長
川
へ
流
出
、
奥
ニ
而
は
南
川
・
北
川
と
二
ツ
ニ
分
レ
、
村
々
御
林
、
左
之
通
一
、
登
り
尾
御
林
百
町
程
、
折
宇
村
生
木
杉
・
檜
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
一
、
大
栖
谷
御
林
五
拾
町
程
、
同
村
生
木
右
同
断
一
、
折
宇
谷
御
林
百
町
程
、
同
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
四
里
半
程
之
内
、
五
歩
通
程
伐
畠
山
残
五
歩
通
り
程
町
数
右
之
通
一
、
蔭
谷
御
林
拾
五
丁
程
、
同
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
一
里
半
程
之
内
、
七
歩
通
程
伐
畠
山
残
三
歩
通
程
町
数
右
之
通
一
、
宇
坪
谷
御
林
二
拾
五
町
程
、
同
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
一
里
程
之
内
、
一
歩
通
伐
畠
山
残
り
九
歩
通
程
町
数
右
之
通
一
、
小
栖
谷
御
林
二
拾
五
町
程
、
同
村
生
木
杉
・
檜
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
一
里
程
、
伐
畠
山
歩
通
右
同
断
一
、
久
井
谷
御
林
八
拾
町
程
、
北
川
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
四
里
程
之
内
、
六
歩
通
程
伐
畠
山
残
り
四
歩
通
り
町
数
右
同
断
ｂ
10－
2同
郡
木
頭
上
山
村
之
内
、
別
谷
筋
、
下
ハ
長
川
へ
出
ル
一
、
谷
木
屋
御
林
百
九
拾
町
程
、
海
川
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
四
里
程
ｂ
10－
3同
郡
木
頭
下
山
古
屋
谷
筋
、
長
川
へ
出
ル
一
、
倉
ヶ
谷
御
林
弐
拾
三
町
程
、
古
屋
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
二
里
程
一
、
名
谷
御
林
拾
八
町
程
、
同
村
生
木
杉
・
檜
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
壱
里
程
町 田 哲
―３６２―
一
、
寒
葉
ヶ
谷
御
林
百
廿
町
程
、
同
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
二
里
程
一
、
角
ヶ
谷
御
林
三
拾
五
町
程
、
同
村
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
雑
木
生
合
但
大
廻
り
壱
里
程
ｂ
10－
4
一
、
海
部
・
那
賀
両
郡
木
頭
分
は
、
御
林
之
外
ニ
取
山
と
相
唱
、
往
古
は
御
林
ニ
可
有
御
座
様
相
見
へ
候
処
、
中
古
ゟ
木
末
代
之
名
目
ニ
而
株
々
ゟ
聊
宛
運
上
銀
指
上
、
土
地
之
百
姓
相
扣
居
申
、
木
末
代
ハ
請
帳
ニ
相
成
年
分
両
度
御
林
目
付
取
立
、
御
郡
代
へ
相
納
居
申
候
木
頭
分
御
林
之
義
も
、
都
而
木
頭
御
代
官
受
持
ニ
候
処
、
林
方
御
代
官
御
建
被
仰
付
候
已
後
、
追
々
御
林
方
へ
引
渡
ニ
相
成
、
取
山
は
木
頭
御
代
官
ゟ
御
郡
代
へ
引
渡
、
只
今
御
郡
代
受
持
罷
在
候
ｂ
10－
5海
部
郡
赤
松
村
谷
筋
、
下
は
長
川
へ
流
出
、
在
処
ゟ
奥
分
ニ
一
、
天
狗
谷
御
林
四
百
町
程
、
赤
松
村
但
惣
名
天
狗
谷
と
相
唱
候
内
間
、
左
之
通
上
ふ
し
谷
内
壱
ヶ
処
五
拾
五
町
程
大
戸
谷
同
壱
ヶ
処
三
拾
五
町
程
ほ
う
き
谷
同
壱
ヶ
処
弐
拾
弐
町
程
下
藤
谷
ゟ
下
善
入
迄
同
壱
ヶ
処
九
拾
四
町
程
椎
地
小
沢
毛
答
同
壱
ヶ
処
弐
拾
一
町
程
小
那
川
原
同
壱
ヶ
処
拾
五
町
程
山
子
砂
子
同
壱
ヶ
処
三
拾
四
町
程
中
谷
日
地
同
壱
ヶ
処
五
拾
六
町
程
中
ノ
谷
陰
分
同
壱
ヶ
処
五
拾
六
町
程
ふ
と
谷
同
壱
ヶ
処
壱
町
八
反
程
生
木
杉
・
樅
・
栂
二
三
尺
廻
り
ゟ
六
七
尺
廻
り
迄
其
余
雑
木
は
定
受
ニ
相
成
居
申
候
右
御
林
奥（
所
）諸
よ
り
尾
筋
南
へ
打
越
候
へ
ハ
、
同
郡
日
和
佐
郷
ニ
而
、
山
河
内
村
八
郎
御
林
、
此
谷
筋
は
日
和
佐
浦
へ
流
出
申
候
一
、
八
郎
山
御
林
四
百
六
拾
町
程
、
山
河
内
村
生
木
栂
二
尺
廻
り
ゟ
八
尺
廻
り
迄
同
杉
・
樅
二
尺
廻
り
ゟ
六
尺
廻
り
迄
其
余
松
・
栢
・
檜
も
少
々
相
生
居
申
候
ｂ
10－
6
マ
同
郡
牟
岐
郷
七
ヶ
村
ニ
ハ
真
木
相
生
候
御
林
無
御
座
、
都
而
雑
木
生
ニ
而
、
年
廻
り
ニ
御
払
ニ
相
成
居
申
候
ｂ
10－
7
一
、
禅
僧
山
御
林
弐
千
四
百
町
程
、
相
川
村
杉
木
相
生
居
申
処
、
先
達
而
安
宅
御
役
処
に
て
御
仕
成
ニ
相
成
、
伐
跡
ニ
而
小
木
少
々
宛
相
生
居
申
候
、
右
山
打
越
裏
手
ニ
禅
僧
鞘
と
相
唱
御
留
添
、
左
之
通
一
、
御
留
添
御
林
百
七
拾
町
程
、
小
川
村
マ
生
木
真
木
少
々
雑
木
生
合
一
、
請
ヶ
峯
御
林
三
百
弐
拾
町
程
、
小
川
・
平
井
両
村
預
り
惣
山
杉
生
に
て
、
内
千
本
安
宅
御
帳
付
、
其
余
は
御
用
木
御
仕
成
又
ハ
疼
木
等
度
々
御
払
ニ
相
成
、
只
今
小
木
ニ
而
生
薄
処
候
は
杉
苗
植
付
相
手
懸
罷
在
候
一
、
槙
木
屋
御
林
千
三
百
五
拾
町
程
、
平
井
村
大
廻
り
七
里
程
但
本
文
町
数
は
申
伝
ニ
而
、
三
増
倍
余
も
可
有
御
座
様
相
見
へ
申
候
生
木
杉
・
樅
・
栂
・
檜
同
栢
・
槙
・
松
少
々
、
雑
木
生
合
右
御
林
上
御
筋
ハ
土
州
御
境
目
ニ
相
当
申
候
、
以
前
之
上
下
灘
御
代
官
ゟ
引
続
御
郡
代
受
持
罷
在
、
文
化
度
御
林
方
へ
引
渡
ニ
相
成
申
候
、
ｂ
10－
8
前
顕
南
北
郡
々
御
林
株
々
町
数
之
義
は
先
年
ゟ
申
伝
、
又
は
御
林
目
付
手
元
古
キ
扣
帳
面
等
ニ
御
座
候
町
数
ニ
而
、
此
節
取
調
候
義
ニ
も
無
御
座
候
得
は
、
不
引
合
之
ヶ
処
も
可
有
御
座
候
、
右
ニ
相
記
候
外
雑
木
生
二
三
町
以
下
之
小
林
、
人
家
近
ハ
軒
林
又
は
反
受
等
と
相
唱
へ
候
株
郡
々
ニ
数
多
御
座
候
、
其
余
森
林
同
断
ｂ
11
一
、
板
野
郡
ゟ
海
部
郡
迄
海
縁
一
円
松
生
ハ
汐
防
と
相
唱
御
建
林
ニ
御
座
候
、
其
内
ニ
下
ゟ
植
付
枝
葉
被
下
置
候
処
も
御
座
候
、
海
手
之
内
ニ
も
新
田
分
ハ
汐
防
松
生
と
も
名
主
控
之
土
地
ニ
御
座
候
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３６３―
御
国
中
山
林
地
林
共
、
大
体
前
顕
之
次
第
ニ
御
座
候
Ｃｃ
1
阿
陽
忠
功
伝
諸
役
旧
例
之
内
ニ
（
一
六
四
八
―
一
六
五
二
）
一
、
林
奉
行
は
慶
安
年
中
ゟ
（
一
六
五
四
）
若
山
小
左
衛
門
・
本
庄
兵
右
衛
門
二
人
是
ヲ
勤
、
承
応
三
寅
年
頃
は
本
庄
兵
右
衛
門
・
青
山
（
一
六
五
五
）
九
左
衛
門
勤
、
明
暦
元
未
年
小
里
治
助
・
山
田
六
郎
左
衛
門
加
り
四
人
と
成
ル
、
其
後
兵
右
（
一
七
〇
四
）
衛
門
退
役
し
て
明
暦
三
酉
年
頃
ゟ
三
人
と
成
、
元
禄
十
七
丑
年
迄
年
序
四
拾
余
年
之
間
段
々
入
替
り
有
テ
、
其
侭
三
人
ト
シ
テ
勤
、
元
禄
十
一
寅
年
ゟ
渡
辺
助
右
衛
門
加
り
四
人
と
成
、
（
一
七
一
三
）
其
後
秋
元
幸
左
衛
門
病
死
シ
テ
三
人
と
成
、
正
徳
三
辰
年
六
月
廿
二
日
三
間
八
助
・
木
内
甚
八
・
樋
富
弥
五
左
衛
門
御
免
、
山
田
加
左
衛
門
・
星
川
宮
太
兵
衛
・
山
田
伝
次
郎
被
仰
付
ｃ
2
一
、
御
林
受
持
御
役
場
之
義
、
安
永
度
為
御
替
方
御
役
処
御
建
被
仰
付
候
節
、
板
野
・
麻
植
・
勝
浦
・
那
賀
四
郡
御
林
右
御
役
場
へ
御
附
被
仰
付
御
座
候
而
、
天
明
度
禁
裏
炎
上
ニ
付
、
御
献
納
木
為
御
替
方
ニ
而
御
仕
成
ニ
相
成
候
趣
、
其
後
右
御
役
場
御
指
止
ニ
而
前
顕
四
郡
御
林
已
前
之
通
御
林
奉
行
受
持
被
仰
付
、寛
政
度
ニ
至
り
、地
方
御
代
官
受
持
之
村
々
山
林
之
義
其
手
崎
々
受
持
ニ
被
仰
付
、
其
砌
迄
相
勤
罷
在
候
、
御
林
奉
行
御
役
御
免
被
仰
付
候
名
面
、
左
之
通
木
村
永
六
稲
井
七
五
郎
鈴
田
弥
五
兵
衛
尾
崎
沢
右
衛
門
ｃ
3
（
一
七
九
四
）
然
処
地
方
御
代
官
之
義
、
地
盤
御
用
御
年
貢
取
行
等
ニ
相
混
手
張
候
懸
り
ニ
付
、
同
六
寅
年
別
ニ
林
方
御
代
官
御
建
被
仰
付
、
其
節
御
渡
成
候
御
書
付
、
左
之
通
覚
御
林
方
之
儀
、
中
古
ゟ
久
敷
御
奉
行
共
受
持
被
仰
付
置
候
得
と
も
、
手
広
事
故
相
束
方
之
儀
力
ニ
も
難
及
相
見
候
ニ
付
、
先
達
而
御
代
官
之
面
々
受
持
被
仰
付
候
、
然
と
も
地
盤
御
用
御
年
貢
取
行
方
等
相
混
、
手
崎
ニ
よ
つ
て
ハ
手
張
候
様
有
之
、
全
体
御
林
方
広
博
数
多
之
義
、
平
素
境
目
等
正
し
か
ら
す
、
已
前
之
定
、
年
々
不
究
ニ
も
相
成
下
々
不
平
之
訴
も
不
絶
、
邪
正
相
混
、
且
多
分
ハ
当
時
之
便
宜
ニ
ま
か
せ
取
斗
、
山
受
枝
打
等
之
年
限
時
節
も
其
実
ヲ
失
候
歟
、畢
竟
御
林
衰
微
之
基
ニ
も
至
り
候
、依
之
此
度
別
ニ
御
代
官
御
建
被
成
候
事
ニ
候
、
就
而
ハ
御
用
発
端
之
手
懸
ニ
候
之
間
、
御
林
方
御
古
法
并
御
地
方
御
作
法
之
意
味
ヲ
元
ニ
仕
、
過
不
及
、
先
後
之
筋
ヲ
正
し
林
木
不
衰
様
遂
詮
儀
、
下
々
小
民
ニ
至
産
業
ヲ
損
ヒ
不
申
義
、
并
御
国
益
ヲ
失
ひ
不
申
義
厚
勘
考
詮
議
せ
し
め
永
久
可
被
行
、
公
之
取
斗
第
一
ニ
候
右
之
趣
可
有
心
得
候
、
以
上
八
月
三
日
（
一
七
九
四
）
寛
政
六
寅
年
発
端
御
代
官
四
人
被
仰
付
、
右
已
来
名
面
渡
部
一
左
衛
門
枝
川
泰
次
山
田
市
大
夫
西
尾
氏
之
助
伴
富
左
衛
門
平
瀬
角
右
衛
門
赤
川
三
郎
右
衛
門
仁
尾
問
一
郎
森
三
五
左
衛
門
柏
木
雄
助
福
屋
起
三
郎
井
村
吉
兵
衛
太
田
半
左
衛
門
乾
勝
之
丞
柏
木
半
平
岡
本
吉
右
衛
門
ｃ
4
（
一
八
三
〇
）
林
方
御
役
場
天
保
元
寅
年
九
月
御
蔵
処
え
御
附
被
仰
付
候
（
一
八
四
六
）
弘
化
三
寅
年
十
月
日
町 田 哲
―３６４―
（
裏
表
紙
）
【
付
記
】
史
料
の
利
用
・
掲
載
に
あ
た
り
、「
御
国
画
図
」「
御
林
成
行
記
」
に
つ
い
て
は
個
人
の
所
蔵
者
よ
り
、
ま
た
「
御
国
中
惣
絵
図
」
に
つ
い
て
は
傍
木
律
夫
氏
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
学
芸
員
・
根
津
寿
夫
氏
よ
り
史
料
の
所
在
や
内
容
に
つ
い
て
種
々
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））「
近
世
阿
波
に
お
け
る
森
林
資
源
と
地
域
社
会
に
関
す
る
構
造
論
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
町
田
哲
、
研
究
課
題
番
号
二
五
三
七
〇
七
七
九
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
近世後期徳島藩における御林の分布と特徴
―３６５―
Utilizing domainal maps and the newly discovered Ohayashi nariyuki−ki（A Record of the Develop-
ment of Domainal Forests）, this article elucidates the spatial distribution and characteristics of domainal
forests in Tokushima Domain from the second half of the eighteenth century to the first half of the nine-
teenth century.
There were few domainal forests in northern Awa Province. Initially, most such forests were small
and comprised of pine trees and a blend of smaller trees and shrubs. The domain did not seek to obtain
official supplies of lumber from northern domainal forests. Rather, they gave farmers and villages shared
access to these forests, while also granting them collective ownership of the proceeds generated by those
forests. In exchange, the domainal authorities collected an annual levy from farmers and villagers. In con-
trast, in the Katsuura and Naka River Basins in southern Awa Province, the authorities established a con-
centration of large−scale domainal forests, from which they obtained official supplies of lumber. Those for-
ests included not only small trees and bushes, which were used for firewood, but also supplies of Japa-
nese cedar, Japanese cypress, and other large, higher−quality trees, which were used to manufacture con-
struction materials. In addition, the southern part of Awa province offered the added benefit that lumber
could be easily transported down the Katsuura and Naka Rivers. By the second half of the eighteenth cen-
tury, the domainal authorities had already begun carrying out officially administered tree planting programs
in the southern part of the province.
Even within the limited area of Tokushima domain, domainal forests displayed distinct regional charac-
teristics. Therefore, a concrete, locally focused analysis of the mountain village communities that subsisted
in connection with these domainal forests is essential.
The Spatial Distribution and Features of Domainal Forests in Late
Early Modern Tokushima Domain
MACHIDA Tetsu
―３６６―
